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Ⅰ 研究の概要

１ 研究の背景

学校における生徒指導上の諸問題は多岐にわたっています。全国的にみると，基本的生

活習慣にかかわる問題から，不登校や中途退学，いじめや暴力行為などの諸問題に至るま

で，依然として深刻な状況にあります。また，学校外においても，低年齢化や広域化など

の少年非行の多様化がみられます。さらに近年，長崎県佐世保市小６児童殺害事件（平成

16年６月），山口県立光高等学校爆発物傷害事件（平成17年６月），中３生徒による宮城

県登米市警察官傷害事件（平成17年８月）など児童生徒による重大な問題行動が相次ぎ，

非常に憂慮すべき状況です。本県においては重大な問題行動は起きていませんが，携帯電

話を発端とするいじめや暴力行為，女子高生の性に絡む非行問題の発生や，あるいは万引

き・窃盗，深夜はいかいなど，憂慮すべき状況にあります。

このような中で，器物損壊や暴力等の問題行動を繰り返したり，突発的衝動的に怒りの

感情を爆発させたりする児童生徒について，学校として，その要因・背景の理解や対応に

困難を感じている状況があります。本研究で

は，生徒指導上の対応が困難な児童生徒の中

でも，怒りや不満などの感情をコントロール

できないため，その感情を適切に表現でき

ず，不適切な行動をする子どもに焦点を絞り

ました。いわゆる「キレる」子どもです。

なお,「キレる」行動の背景にＡＤＨＤ（注

意欠陥／多動性障害）等が考えられる場合

は，研究対象から除外しました。

２ ２年間の研究の流れ

昨年度の研究においては，怒りや不満など

をコントロールできずに不適切な行動をする

子どもについて，アンケート調査を実施し，

小・中・高校ごとの実態，意識を分析，特徴

を把握しました。怒りや不満などの感情は誰

もがもっているものですが，その表現方法は

多様です。その中で，怒りの爆発という不適

切な行動をとる子どもは，周囲から困った子

「キレる」子どもの見方・とらえ

一番困っているのは
子ども自身

その内面を理解し、適切な表現方法 や

葛藤を解決できる力をはぐくむことが大切

いわゆる「キレる」子ども

怒りや不満などの感情をコントロールし，
適切に行動できる力を身に付けた

子ども

成
長
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人間関係づくり

自己コントロール力
（適切に対処するする方法を身に付ける）

対応のキーワード

どもと受け止められがちですが，実際のとこ

ろは，子ども自身が適切な行動をとれずに，

最も困っているといえます。

そこで，このような子ども及び全体に対し

て必要な指導・援助の方策を三段階に分けて

提示しました。全体に対する予防・未然防止

の対応(一次対応），乱暴な言動など徴候が

見られる状況への対応(二次対応），暴力行

為等が発生したときの直接対応や個別の対応

（三次対応）です。

今年度は，本研究の２年目として，一次・二次対応にかかわっては，昨年度の提案の有

効性を調査研究協力校におけるプログラム実践によって検証するとともに，三次対応にか

かわっては，学校の実践事例を収集し，その具体的な取り組みから学ぶべき対応について

まとめることにしました。

３ 今年度の研究の内容

今年度は，次の二つを研究内容の柱としました。

○昨年度提案した取り組みの，学校での有効性の検証について

昨年度の研究で提示した一次対応と二次対応のプログラムの中から，「怒りの感情

理解」と「怒りの対処法」について授業を行

い，実施前後の子どもたちの変容を調査する

ことで，そのプログラムの有効性を検証する

ことにしました。

調査研究協力校である小学校と中学校のそ

れぞれ１校において，２単位時間のプログラ

ムの実践を通して検証を行いました。

○学校の実践事例の収集とその考察について

学校の実践事例については，当総合教育セ

ンターの研修講座受講者にご協力をお願いし，配布した事例調査票に回答していただ

きました。

収集事例から，「キレた」子どもに対して，学校では三次対応がどのように行われ

ているか見ることにしました。そして，参考となる取り組みや事例に基づいた学ぶべ

き点について考察を加えました。

本研究では，以上のような内容について研究を進め，児童生徒が怒り，不満などをコン

トロールし適切な行動ができる，つまり「キレなくなる」ために，学校現場で使える具体

的な指導・援助の在り方について提案したいと考えました。

全体への予防や未然防止など
（一次対応・二次対応）

研究の柱

「キレた」場面での直接対応や個別の対応
（三次対応）

提案プログラムの有効性の検証

実践事例収集とその考察
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Ⅱ 怒りのコントロールに関するプログラムとその検証

１ プログラムの概要

(1) プログラム作成の意図

昨年度実施した児童生徒の実態調査（平成17年度総合教育センター研究紀要参照）に

よると，学校や家庭でキレそうになったことがあるのは小・中学生で約９割，高校生で

約８割となっています。そのうち，実際にキレたことがあるのは小・中・高校生ともに

約９割となっています。このことから，怒りの感情やその爆発は多くの子どもたちに発

生しており，人間として自然な感情や行動であると捉えられます。

そこで，学級や学年などの集団において，怒りの感情に焦点をあてながら自分のこと

を考えたり，周囲とのかかわり方を学んだりすることは，安定した日常生活を過ごし，

円滑な人間関係を構築していくために欠かせないと考えました。

できるだけ多くの子どもたちが取り組み，学習の波及効果としてストレスの軽減など

も実感できるよう，昨年度に予防・未然防止の対応（一次対応），徴候が見られる状況

への対応（二次対応）としていたものをまとめ，次のことを念頭においてプログラムを

作成しました。

○ 学級を単位とした集団で取り組む活動

○ 専門的な知識や技能がなくとも行える（すべての教師が行える）活動

○ 実施時間等に配慮しての焦点化した内容

○ 予防・未然防止の効果も含めた実生活に役立つ内容

○ 実施することにより具体的な行動に反映される内容

(2) プログラムの内容

プログラムは２単位時間程度のものとし，内容を次の３点に絞り込みました。また，

有効性等を検証するために小，中各１の調査研究協力校に検証授業をお願いしました。

① さまざまな感情を確認する

怒りの感情に関連して，日頃の学習では扱う機会の少ないと予想される，人としての

さまざまな感情に焦点をあてます。特にネガティブな感情は，私たち大人にとっても扱

いにくいものですが，自然な感情であり，ときに誰もが感じるものです。そのことを確

認したり，すべての感情を肯定的に捉えたりすることは，学習のとりかかりにふさわし

いと考えます。そして怒りについても，誰もが感じており，対象や刺激に対して反応す

るのは悪いことではなく，むしろ自然であるということを感じ取らせたいと考えます。

そのために『ななちゃん，どうしたの？』（資料ｐ49）を活用します。
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自己会話についてのロールプレイング
（小学校中学年の例）

２人１組になって次のような場面を設定します。

自分が新しく買ったゲームに熱中しているところ
に弟がやってきて、しつこく一緒に遊ぼうと誘う。

（いつもは「うるさい」「あっちへ行け」と追い返して
いる。その結果、弟は母親に訴え、自分は母から
叱られるということが繰り返されている）

弟 「ね ぇ、お兄 ちゃん、遊 ぼ うよ」
「い いで しょう、ね 、遊 ぼ うよ。い いで しょう」
（しつ こくい わ れ て、イライラしてきま した 。）

○落ち着くための自 己会話
「落 ち着 いて」「リラックスして」「大丈夫」

○（落 ち着 いたら）提案を考える

自分 「もう少ししたら遊んであげるよ」

「わかった。でも１０分だけだよ」

ぐっとこらえて、自 分 に語 りか けま す

提 案例 １

提 案例 ２

② 自分の怒りの特徴について知る

これまでの経験や現在の状況などから，怒りの対象，程度，表出方法など，自分の怒

りの特徴について知ることが大切です。そのためには言語化したり，他と共有化したり

する活動が有効と考えます。そこで，『怒りの温度計』（資料ｐ50）を活用します。こ

れは，目安となる温度をもとにして怒りの程度を４段階に分け，それぞれにあてはまる

場面を具体的に思い起こすことで，自分の怒りの特徴について気付いていくものです。

この取り組みによって，怒りの爆発を抑えるとともに，適切な表現方法を身に付けよう

とする意欲に結び付けていきます。

③ 怒りに対処する方法を身に付ける

怒りを感じたときにどのように処理すればいいのか，自分も周囲も不利益にならない

対処方法を考え，身に付けようとすることがプログラムの大きなねらいです。そして日

常の生活で活用し，これまで以上に自分の感情をコントロールできるようになることを

目指します。昨年度の研究では，具体的な方法として『深呼吸』『自己会話』『時間置

け法(ＤＥＳＣ法)』などを紹介しました。それらも含めて「自分なりの方法」を考えて

いくことを大切にし，先生や友だちから助言を受けながら具体的なものにしていくとい

う方法で取り組みます。その際，相手とのトラブル防止や問題解決，円滑にコミュニケ

ーションを図るための表現方法にも着目します。

『深呼吸』『自己会話』

例１ 吸う(１・２・３で)

鼻から吸います。肩とみぞおちの力を抜き，ゆっ
↓ たりとへその下に息を入れてふくらませる感じで。

２ 止める(４・５で)

のどで息を詰めるのではなく，腹に息をためて保
↓ つ感じ。「腹におさめる」イメージで。

３ 吐く（６・７・８・９・10で）

少しずつ，口からゆっくりと吐き出すようにします。

※昨年度の研究紀要ｐ34参照
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２ 検証授業の実際

12月の上旬から中旬にかけて，小学校３年生１クラス，中学校２年生３クラスで，そ

れぞれ２単位時間の検証授業を実施しました。授業クラスの選定は，それぞれの学校に

一任しました。実施にあたっては，当センターで指導案等の授業計画，学習シートや振

り返りカード，事前アンケートなどを準備し，授業者や実施学年と打ち合わせを行いま

した。そこでは，子どもたちの実態や授業のしやすさなどを優先し，細部については指

導案にこだわらないことなどを確認しました。また，プログラムの内容等についてもお

互いに意見を交換しました。以下に，それぞれの授業の実際を紹介します。

(1) 小学校における検証授業

① 事前アンケートによる子どもの実態

３年生の男子14名，女子20名，計34名の学級です。「学校や家庭でキレそうになった

ことがあるか」に対して，「よくある」と「ときどきある」を合わせると21名で，全体

の６割を超えました。一方「ない」子どもはいませんでした。次に「キレそうなとき，

どうなるか」に対しては，「キレることが多い」と「同じくらい」を合わせると13名で，

全体の３分の１程度でした。これらの結果から，子どもたちにとって怒りの感情につい

て学習することは抵抗感が少なく，実感として捉えやすいと推察しました。また「キレ

そうな」ことが「ときどき」以上あり，「キレる」のとがまんするのが「同じくらい」

以上の子ども，いわゆる「キレやすい」子どもは９名いました。

② 授業の計画

［１時間目］（詳細については，資料ｐ45に掲載）

○ねらい 自分の怒りの感情について知ろう

○内容 ① 怒りの感じ方や表出方法はそれぞれであることを知る。

② 自分の怒りの特徴（対象，程度，状況，表出方法）について知る。

○おもな学習活動

・ 様々な感情を表した『ななちゃん，どうしたの？』の絵を見て，それぞれの

２　キレそうになったとき、どうなるか

４ どちらも同じ
くらい, 10人,

29%

３ キレることが
多い, 3人 , 9%

２ がまんするこ
とが多い, 16人

47%

１ すべてがま
んする,

 5人 , 15%

１ すべてがまんする ２ がまんすることが多い

３ キレることが多い ４ どちらも同じくらい

１　学校や家庭でキレそうになったことがあるか

２　ときどきあ,
18人 , 53%

３　ほとんどな
い, 13人 , 38%

１　よくある,
　　　3人,9％

４　ない, 0人 ,
0%

１　よくある ２　ときどきある ３　ほとんどない ４　ない



- 8 -

気持ちや行動を考える。

・ 怒りの表情の絵を見て，自分にあてはまる気持ちや行動を考える。

・ 『怒りの温度計』に記入し，自分の怒りの特徴について考える。

・ グループや全体で話し合って，自分の怒りの特徴について整理する。

○おもな配慮事項

・ 人には様々な感情があることを確認しながら，怒りについて焦点化してい

く。そして，自分の特徴を知ることによって，対処方法を身に付けようとする

意欲につなげる。

・ 子どもたちにとっては，感情について授業で学習するのは初めてなので，自

己を見つめやすいようにして，正直に言語化や共有化ができるようにする。

［２時間目］（詳細については，資料ｐ46に掲載）

○ねらい 怒りの感情をコントロールしよう

○内容 ① 怒りの感情を抑えるための自分に適した方法を知る。

② 自分の気持ちを相手へ適切に伝えるための表現方法を身に付ける。

○おもな学習活動

・ 怒りの感情を抑える方法を考えたり，話し合ったりする。

・ 自分の気持ちを適切に相手へ伝える方法を考えたり，話し合ったりする。

・ 『おまじない』の方法と『まほう』の言葉を使って，実際場面を想定したロ

ールプレイングをする。

○おもな配慮事項

・ 怒りのコントロール方法として，第一段階は気持ちの抑え方，第二段階は相

手への適切な伝え方とし，ロールプレイングなどにより自分に適した方法を見

つけ出すようにする。

・ 『おまじない』の方法と『まほう』の言葉という，分かりやすく親しみやす

い言葉を用いて，授業後も継続して活用できるようにする。

③ 授業の実際

実際の授業の様子について，教師の意図や働きかけ，子どもたちの反応や感想など，

おもな学習活動から紹介します。

［１時間目］（12月７日 木曜日 ３校時 学級活動）

おもな学習活動①

『ななちゃん，どうしたの？』の絵から，気持ちや行動を考え，確認する。



- 9 -

→ → →

・ 悲しい顔，困った顔，笑顔，感動した顔の順に一枚ずつ絵を提示しました。これは

共感しやすいものから始め，教師の思いや願いにつなげるという意図によるものです。

子どもたちは，「ある。ある。」「こまったとき」「笑顔」「昨日テレビをみたと

き」などと，一つ一つについてよく反応していました。

おもな学習活動②

怒りの表情を表す絵を見て，自分にあてはまるかどうかなどを考える。

・ 次に，怒りの表情を提示し，あるかどうか，どんなときかなど

を問いかけました。全員が「ある」と答え，「いじわるされたと

き」「おこったとき」「いやなことをされたとき」などの発言が

ありました。教師が「だれにでもあること」や「しようがないと

きもあるよね」と語りかけ，怒りの感情を否定しませんでした。

おもな学習活動③

『怒りの温度計』に記入し，自分の怒りの特徴について考える。

板書 めあて 自分のいかりについてくわしく知ろう
④ばくはつ

③むかっと おこっている
②むっと おこっている

①ふつう おこっている
おこっていない

・ 怒りの程度を表す４枚の絵を用いて，自分のことについて学習シートに記入しまし

た。書けるところからでいいこと，自分とよく対話しながら書くことを指示しました。

途中で，「だれに，どんな，そのときの気持ち」を記入するように付け加えました。

・ 子どもたちは，予想以上にすらすらと記入していました。ある子どもは，①「おこ
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らないようにしている。」②「ちょっとにらむ。」③「ひとりごとを言う。」④「大声

をあげて文くをいう。」と，それぞれの表情に合った自分の言動を記入していました。

おもな学習活動④

グループや全体で話し合って，自分の怒りの特徴について整理する。

・ ２人組では広がりに欠けるということで，時間はかかるものの４人組にして，一人

ずつ順番に記入したことを発表しました。そして，全体で共有していきました。

・ 子どもたちからは「自分ではそんなに怒っていないと思ったけど，本当は怒ってい

た。」「ダメだと思っても，どうしてもがまんできない。」などの声が聞かれました。

○ 授業後の感想等
（子どもたち）

・ 「人によっておこるじゅんばんや，むかっとくるのはちがうと思いました。あと，

いやなことをされた時，なんとかしてスッキリすればケンカがないと思いました。」

・ 「自分がどのじゅん番でおこっていくのかが分かりました。相手の気持ちはぜんぜ

ん考えていなかったから，考えようと思いました。」

・ 「自分がおこったりすると，自分も相手もつらいんだと思いました。悪口をいった

りすると，すぐにあやまろうと思いました。」

・ 「とても自分の役に立ったので，うれしかったです。いろいろまなべました。」

（授業者）

・ 「怒り」を学習したことはよかった。身近なテーマで真剣に考えていたし，そのぶ

ん自分の感情を焦点化することができた。相手のことを感じていたし，自分のことも

反省していた。ふだんよりもよく反応し，よく発言するなど自分を出していた。

・ 『ななちゃん，どうしたの？』の絵は効果的だった。

・ 時間の配分に難しさを感じた。最後の振り返りでもっとたくさん発表させて，全体

で共有した上で次時につなげたかった。

（参観者）

・ さまざまな感情について考えることはいいことで，具体的に自分のことを考える時

間ができたこと自体に有効性はあった。学級指導としても是非とも必要なことである。

・ 学習シートへの記入は，必ずしも程度の軽いものから重いものへの順番ではなかっ

た。子どもたちそれぞれの怒りがあり，思い当たるものがあることがわかった。

・ 温度にすると，具体的なイメージがつかみにくいので，顔の表情で段階を表したの

はよかったと思う。実際に，子どもたちはよく書き込んでいた。

・ 怒りが頂点に達した後のことも取り上げてみたらよかったかもしれない。

・ 怒りの程度を比べていったが，相手によるちがいを見るのもいいかもしれない。
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おまじない

［２時間目］（12月11日 月曜日 ３校時 学級活動）

おもな学習活動①

怒りを静める『おまじない』の方法を考えたり，話し合ったりする。

・ 指導案とは異なり，あえて課題場面を設け

ず，前時からの関連を重視して一人一人が思

い描いた場面で考えるようにしました。教師

が，手をぎゅっと握りしめて怒りを抑えると

いう『おまじない』を紹介した後,各々で考えたことを発表しました。

・ 子どもたちからは「ゆっくり深呼吸して，いかりをしずめます。」「心の中で，が

まん，がまん，といいます。」「その場から離れます。」「ほかにいいことがあるさ

と考えます。」「別の好きな場所にいることを想像します。」などが出てきました。

・ また，「心の中で言い返す」「あとで話を聞いてもらう」との意見もありました。

おもな学習活動②

自分の気持ちを適切に伝える『まほう』の言葉を考えたり，話し合ったりする。

・ 『おまじない』の方法のほかに何か必要な

ことはないかを考えさせ，仲直りし，相手に

わかってもらうための『まほう』の言葉を取

り上げました。

・ 子どもたちとのやりとりから，まず「相手を認めること」，次に「自分の気持ちを

伝えること」が大切であることなどを確認しました。

おもな学習活動③

『おまじない』と『まほう』を使って，２人組でロールプレイングをする。

・ イライラを解消するため，各々で実際場面を想定させ「相手を認める→自分の気持

ちを伝える→してほしいことをお願いする」の順を意識して，ロールプレイングに取

り組ませました。ペアは，悪ふざけのないように隣同士，男女で組ませました。

・ 最初に，教師が順番に指名した２，３名の子どもと演じ，その後に10分程度時間を

とって，各々で行いました。

○ 授業後の感想等
（子どもたち）

・ 「おまじないやまほうのことばをつかうと心のいかりをしずめることができて，す

っきりしました。」

・ 「となりの人としつこいなどでやっていたらとても役に立ちました。まほうの言葉

まほう
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でいろいろなことをしたので，とっても役に立ちました。」

・ 「あまりしつこく妹に『遊ぼう，遊ぼう』といわれ『あとで遊ぼうね』と言ったら，

妹はなっとくしたので，こんどはテレビより遊ぶことを考えようと思いました。」

・ 「年下の人にはきくと思うが，年上の人にはきかないと思いました。」

（授業者）

・ 『おまじない』，『まほう』ともこのあとの生活で何かあったときに使える。

・ あまり間隔をあけずに２時間で行うのがいい。今日も１時間の内容としては量的に

多いと感じたが，指導案通りであれば，うまくおさまっていたかもしれない。

（参観者）

・ 子どもたちの授業中の発言や振り返りの発表など，大変立派でよく自分を見つめて

いることがうかがえた。すべての子どもに効果があったのではないか。

・ 学級の実態に合わせて授業を組み立てていたが，おまじない，まほうの言葉ともに

子どもたちなりに一生懸命いろいろな方法を考えていた。ロールプレイについては，

具体的な場面に絞って，全員で同じことをやってみるのも方法の一つである。また，

対象を兄弟，友だちなどから選ばせる方法もある。

(2) 中学校における検証授業

① 事前アンケートによる生徒の実態

２年生３クラスの男子49名，女子55名，計104名に事前アンケートを行いました。

「学校や家庭でキレそうになったことがあるか」に対して，「よくある」「ときどき

ある」を合わせると69名で全体の65％を超えました。一方，「ない」生徒は６名で約６

％でした。次に「キレそうになったときどうなるか」に対しては，「キレることが多

い」と「同じくらい」を合わせると32名で，約30％でした。また「キレそう」なことが

「ときどき」以上あり，「キレる」のとがまんするのが「同じくらい」以上の，いわゆ

る「キレやすい」生徒は24名，およそ４人に一人という割合になりました。

② 授業の計画

［１時間目］（詳細については，資料ｐ47に掲載）

［２時間目］（詳細については，資料ｐ48に掲載）

授業の計画は，細部に違いはあるものの，おおよそ小学校と同じです。

１　学校や家庭できれそうになったことがあるか

ない
6人, 6%

ほとんどない
29人, 28%

ときどきある
48人, 46%

よくある
　　 21人, 20%

よくある ときどきある ほとんどない ない

２　キレそうになったとき，どうなるか

その他
6人, 6%

どちらも同じく
らい

18人, 18%

キレることが
多い

14人, 14%

がまんするこ
とが多い

 47人, 49%

すべてがまん
する

13人, 13%

すべてがまんする がまんすることが多い キレることが多い

どちらも同じくらい その他
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③ 授業の実際

実際の授業の様子を，おもな学習活動についての教師の意図や働きかけ，生徒の反応

や感想などから，ここでは１クラスについて紹介します。他のクラスについては，資料

ｐ52～57の授業記録をご覧ください。

［１時間目］（12月12日 火曜日 ６校時 学級活動）

おもな学習活動①

『ななちゃん，どうしたの？』の絵から，様々な気持ちや行動について考え，そ

れらのうちから怒りについて焦点化して話し合う。

① ② ④ ⑥ ⑫

・ 最初に『ななちゃん，どうしたの？』（資料ｐ49）の①～⑮，それぞれに吹き出し

を入れたＡ４版１枚の学習シートを配布しました。①を例にして「うれしい。今日の

おやつはケーキだ。」と示した後，各自でそれぞれにあてはまることを記入しました。

その後，怒りに関連している②，④，⑥，⑫を取り上げ，一つ一つについて全体で話

し合っていきました。

・ 吹き出しを入れたことによって，普段表現することが苦手な生徒も抵抗感少なく記

入することができたようです。

・ 生徒たちからは，②「マジ，ムカつくし。」「あいつ，ぶっ飛ばしたる。」④「も

う知らない。」「あんなやつなんて。」⑥「これ買って！」「ぎゃー！」⑫「くやし

い。」「むかつく。」「かたい。」「彼氏とられて，悔しい。」など，正直な反応が

多々ありました。

おもな学習活動②

『怒りの温度計』に記入し，自分の怒りの特徴について考える。

例示

ふつう(40℃)： 友達と約束をしたけれど友達の都合で別の日になった。

少し怒っている(60℃)：当日「行けなくなっちゃった」とキャンセルが入る。

怒っている(80℃)：当日友達が約束を忘れていて来ない。

かなり怒っている(100℃)：友達が約束をキャンセルし，別の友達と遊んでいる。
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・ 『怒りの温度計』の記入例を示し，各自で考えました。ある生徒は，40℃「友達と

一緒にいるとき。」60℃「いろいろとちょっかいを出されたとき。」80℃「自分の好

きな何かをけなされたとき。」100℃「悪口とか秘密をばらされたとき。」と記入し

ていました。

おもな学習活動③

グループや全体で共有化を図りながら，自分の怒りの特徴について整理する。

・ 自分の記入したことを班の中で発表し合い，気付いたことを画用紙にまとめました。

そして，班ごとに全体の場で発表しました。各班でまとめた内容は次の通りです。

１班 自分の身に直接的にかかわることに対してメチャ怒る。

２班 些細なことが怒りにつながる。

３班 男子はプライドを傷つけられたとき，女子は友達関係で多く怒りを感じる。

４班 基本的に，楽しんでいることを邪魔される，いやなことを言われるとき。

５班 人それぞれ怒りを感じるポイントが違う。

６班 シカトされるとみんなキレる。わがままな人もうざったい。

○ 授業後の感想

（生徒たち）

・ 「家の事情や友達関係で悩むこともあるけど，そのときのいかりの感情は誰にでも

あることがわかり，ホッとした。」

・ 「１年生の時にいじめられていろんな人に怒りを感じていた。今それがどんなもの

かわかって，今回の授業がすごく役だった。」

・ 「怒りは悪いことではないかもしれないが，時には他人を傷つけたり，おこらせて

しまうので，どちらともいえない。」

・ 「言い方によって傷ついたり，行動によってムカついたり・・・。人間ってむずか

しいなぁと思った。」

・ 「自分はどんなことをされると怒るのかということが再認識できた。正直最近怒っ

てばかりだと思う。」

・ 「他の人の怒りはどんな時に起こるのかとてもよくわかった。でも自分の怒りがど

んな時に起こるのか，あまりわからなかった。」

（授業者：３クラス）

・ 怒りの感じ方がそれぞれちがうという，これまで考えたことのないことを知ったこ

とに価値があった。

・ 温度計は視覚に訴えるので使った。ただし，「40℃＝適温の風呂」のイメージはつ

かみにくいと判断したので，４段階を表す状態を言葉にして説明した。

・ グループ内で話し合った後，全体で話し合う場面では，こちらが期待していたもの

と異なる反応が多かったので，発問の工夫が必要だった。
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Ａ：「今日ね，ＰＴＡに行って，テストの
ことを聞いたんだけど，あなた○○さん
より，20点も悪いんじゃない。よくもま
あ，そんなにうれしそうな顔で報告する
なんて，信じられない。お兄さんは，も
っと成績がよかったのに。あなたも，も
っとがんばらなきゃだめね。」

Ｂ：「・・・・・」
Ａ：「あれ，どうしたの？怒ったの？そん

な暇があったら，もっとしっかり勉強し
なさい。日ごろの努力が大切なんだか
ら。」

Ｂ：「・・・・・」

［２時間目］（12月13日 水曜日 ６校時 学級活動）

おもな学習活動①

怒りをコントロールするための方法を知り，自分に適した方法を考える。

・ 事前アンケートに怒りを抑える方法を ①ゆっくりと10まで数える

いくつか例示しておき，それらにもとづ ②「落ち着いて」など心の中でつぶやく

怒るな，怒るな 大丈夫，大丈夫いて生徒が考えたコントロール法を紹介

しあいました。そして，「自分の気持ち ③ゆっくり深呼吸する

１，２，３で鼻からゆっくり息を吸うが収まる，相手の気持ちを考える，実現

４，５で腹にためるように息を止める可能な，安心・安全な方法」という視点

７，８，９，10でゆっくり息を吐くで，①カウントアップ②自己会話③深呼

吸の三つの方法を提示しました。

・ それぞれについて教師が説明した後，一つずつ生徒各々で試してみました。①につ

いては実行するのが簡単である，②については「怒ってもしようがない」「もういい

や」など，③についてはゆっくりやるように心がけるなどを全体で確認しました。

おもな学習活動②

自分に適した方法を確認するために，２人組でロールプレイングをする。

・ 右の課題場面を提示し，２人組になっ

て，ＡとＢの役をそれぞれ体験すること

にしました。Ａは相手がなるべくいやが

るように言うこと，Ｂは①～③のどれか

を使って，怒りをコントロールしてみる

ことを指示しました。

・ 任意に２人組をつくり，10分程度の時

間をとったあと，どの方法を使ってみた

か，やってみてどうだったかを聞いたと

ころ，生徒からは「怒りは収まらなかったが，リラックスできた。」「深呼吸では，

怒りはコントロールできなかった。コントロールするのは難しいと思った。」「家で

もよくあることなので，コントロールしたいと思った。」「10数えるのは効き目がな

かったが，深呼吸は意外と落ち着けた。もっといい方法があるかもしれない。」など

の声が聞かれました。

・ そのほかに落ち着く方法として，『時間置け法』を簡単に紹介しました。

○ 授業後の感想
（生徒たち）

・ 「いろんな怒りの抑え方があっても，自分に向いているか分からないから，今日の
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「事実は・・・」
「感じたことは・・・」
「お願いは・・・」
「結果は・・・」

１ 出来事についての事実を言う

時間置け法（DESC法）とは

Ｄ＝Ｄescribe 描写する
Ｅ＝Ｅｘｐｒｅｓｓ 表現する
Ｓ＝Ｓｐｅｃｉｆｙ 提案する

Ｃ＝Ｃｈｏｏｓｅ 選択する

じ

かん

お

け

２ その事実について自分が
感じていることを言う

３ 相手にしてほしいことをお願いする

４ お願いした結果はどうなるかを言う

１から４まで
のことを、順
にまとめる。

「自分(私)」を

主語にして、
相手に伝える。

怒りを適切に伝えるために…

ような機会で試すことができてよかった。」

・ 「試してみたけど，あんまり効果はなかったような気がする。自分なりに抑えた方

がいいと思った。」

・ 「怒りのコントロールの仕方がわかってよかった。家だと思いついたことをそのま

ま口に出してしまうので，『時間置け法』を使って考えて，整理しながら言いたいと

思う。」

（授業者：３クラス）

・ 今日は怒りをコントロールする方法があるということを重視し，自分も相手も傷つ

けないためにはどうするかを学校で使える３つの方法で示した。

・ 本校の生徒は，思いが言葉として伝えれないと感じていることもあり，『時間置け

法』は知っておいていいかと思う。こんな方法もあるよということで簡単に紹介した。

・ ロールプレイングは難しい。慣れていないし，怒りそのものがみんなちがう。怒り

の場面を何種類か提示すると，ある程度は抵抗が少なくできたかもしれない。

・ 怒りのコントロールについては，その必要性を十分に実感させることができなかっ

た。最初から「怒りを抑える方法を教えるよ」という前提で展開した。「怒りをコン

トロールする」必要性をもう少し話し合う必要があった。

（参観者）

・ コントロール法やロールプレイングについて，時間をかけて一つ一つを確認した方

がいい。具体的なやり方を教師がＴＴで演じてみる方法もある。心と体が一致するこ

とが大切。いざというときに生徒が使えることが目的である。

・ ロールプレイングは親子の設定だとすべて自分の気持ちを出しきってしまう。怒り

を爆発させたくとも，抑えなければいけない相手を想定した方がよい。母親とのリア

ルな場面設定（テストの結果について）で怒りよりも悲しみを想起した生徒もいた。

台本を使う場合の難しさを感じた。

・ 相手への伝え方は，トレーニングで身に付けさせていけば，必ずどこかで役に立つ。

中学校ではやり方が難しいが，知らせていくこと自体が我々の役目でもある。

『時間置け法』

※昨年度の

研究紀要

ｐ35参照
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３ プログラムの検証

小・中学校それぞれの検証授業における，振り返りカードによる授業の評価や自由記述，

事前・事後のアンケート結果の比較，授業者や参観者の感想などから，プログラムの妥当

性や有効性，改善点，今後の取り組みなどについて，校種ごとに考察します。そして，内

容や学習シート等の見直しを図り，プログラムを再提案したいと考えます。

(1) プログラムの有効性

① 小学校

［１時間目］

子どもたちの評価を見ると，１時間目の内容については妥当性や有効性が高いと考え

ます。これは，感情について学習すること自体が新鮮であったこと，『ななちゃん，ど

うしたの？』を有効に活用したこと，怒りの程度を段階的にわかりやすく捉えたことな

どによると考えます。子どもたちは，学習を進めていくなかで自分の感情を焦点化して

いくとともに，実際の体験場面を想起して，他とどうかかわったらよかったのか，今後

どうしたらいいのかなどに目を向けており，それが授業の評価にもつながっていると考

えます。

［２時間目］

２時間目は，１時間目よりも評価が低く

なっています。これは，学習内容が量的に

多く『おまじない』の方法，『まほう』の

言葉ともに十分に把握できなかったこと，

二つのつながりをつかみきれなかったこ

と，ロールプレイングが思ったほど機能し

なかったことなどによると考えられます。

しかし，子どもたちの授業中の反応のよさ

や，一生懸命取り組んでいる様子などか

ら，最後まで学習意欲が継続していたこと

がうかがえます。

1-1　授業は役に立ちましたか

2 少し役に
立った,

 8人　 25%

3 あまり役
に立たな
かった,

4人　 13%

1 とても役
に立った,
20人 62%

1-2　自分の怒りを知ることが
できましたが

3　できな
かった,

 1人　 3%

2　少しでき
た,

9人　 28%

1 よくでき
た,

22人　 69%

2-1　授業は役に立ちましたか

2 少し役に
立った,

 15人  47%

1 とても役
に立った,

15人　 47%

3 あまり役
に立たな
かった,

2人　 6%
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ところで，２時間ともに授業が「あまり

役立たなかった」とした子どもが２名いま

した。それぞれ自由記述には次のように記

されていました。

（Ａ児）

１時間目：「あまり役に立たなかった。わ

けは，あまりケンカをしないから。」

２時間目：「だめなときは，まほうの言葉

で解決するといいなあと思いました。」

（Ｂ児）

１時間目：「いじわるされて，もっといじ

わるすると，もっと傷つくと思った。」

２時間目：「まほうやおまじないを，もっ

と知りたいと思いました。」

いずれも自分の内面を見つめながら怒り

の感情や行動を考えており，学習内容に関

連して行動を変えようとする意欲が感じら

れます。

② 中学校

1) 授業後の生徒の評価から

［１時間目］ ［２時間目］

授業が，「とても」「どちらかというと」役に立ったとしている生徒は，１時間目の

58％から２時間目は71％に増加しています。これは，２時間目が怒りの対処方法を身に

付けるという具体的な内容だったことから，必要感や有用感が増したためと考えられま

す。また，課題場面の設定やペアの組み方などロールプレイングの難しさが指摘されま

したが，評価の結果や自由記述を見る限りでは，生徒にとっては抵抗感が少なく，むし

ろ内面を見つめたり，心が揺さぶられたりしたのではないかと推察されます。

2-3　まほうの言葉を知ることが
できましたか

3　できな
かった,

 2人　 6%

2　少しで
きた,

18人　 56%

1 よくでき
た,

 12人  38%

2-2おまじないの方法を知ることが
できましたか

2　少しで
きた,

12人　 38%

3　できな
かった,

 5人　 16%

1 よくでき
た,

15人 46%

１－１　授業は役に立ちましたか

全然役立たな
い, 5人, 5%

どちらかという
と役立たない,

1人, 1%

どちらともいえ
ない, 36人,

36%

どちらかという
と役立つ,
49人, 48%

とても役立つ,
 10人, 10%

２－１　授業は役に立ちましたか

全然役立たな
い, 3人, 3%

どちらかという
と役立たない,

7人, 7%

どちらともいえ
ない,

19人, 19%

とても役立つ,
16人, 16%

どちらかという
と役立つ,
54人, 55%
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次に，各時間の内容については，１時間目

の「怒りについて悪いことではない」と感じ

た生徒は，「とても」と「どちらか」で７割

を超えています。これは，授業以前は怒りを

否定的に捉えていたものの，誰にでもあるこ

と，自分だけが特別ではないことを知り，安

心感や肯定感が高まったためと考えます。

また，「自分の怒りの特徴」を「とても」

「どちらかというと」知ることができた生徒

は約５割程度でした。自由記述には，対象や

程度，出来事などを知ることができてよかっ

たとした生徒が多かったことなどから，さら

に詳しく知りたい気持ちの表れとも考えられ

ます。

２時間目の「コントロール方法」が「とて

も」「どちらかというと」見つかったとして

いる生徒は約５割強でした。１時間という限

られた時間の中で，自分に適した方法を実感

することの難しさを示したものと考えます

が，やってみてよかった，これから見つけた

いとの声も多くありました。

2) 事前・事後アンケートから

授業前と約一ヶ月後にアンケートを実施したところ，次のことが分かりました。

○ 「キレる」頻度は『変化なし』

「学校や家庭でキレそうになるか」に対して，「よくある」の割合は，事後の方がや

や減少しているものの，「よくある」「ときどきある」の割合はほぼ同じです。また，

「キレそうになったとき，実際はどうなるか」についてもほとんど変化がなく，「キレ

る」頻度には大きな変化は見られませんでした。

○ 「キレた」ときの行動と自分に対する意識は『よく変化』

「キレて」しまった時の行動

や自分をどう思うかの意識には

大きな変化が見られました。

「キレるとどうなるか」は，

「周囲の人に暴力をふるう，も

のにあたる，大声でさけぶ」な

ど周囲へ悪影響を与えるのが，

67名(64％）から49名(48％）に

１－３　怒りの特徴を知ることができたか

全然できない,
4人, 4%

どちらかという
とできない,
 9人, 10%

どちらともいえ
ない,

31人, 34%

どちらかという
とできた,
31人, 34%

とてもできた,
16人, 18%

２－２　コントロール方法が見つかったか

全然見つから
ない, 6人, 6%

どちらかという
と見つからな
い,10人, 10%

どちらともいえ
ない,

29人, 29%

とても見つ
かった,

14人, 14%

どちらかという
と見つかった,

40人, 41%

2-2 キレるときは、どうなりますか

0% 20% 40% 60% 80% 100%

事前

事後

ア　周囲の人に 悪口を い う イ 　周囲の人に 暴力を ふる う

ウ 　周囲の物に あ たる エ　授業のじゃまを する

オ　大声でさけ ぶ カ 　わけ がわからなくなる

キ　その他

１－２　怒りは悪いことでないと感じたか

どちらかという
と感じない,

4人, 4%

どちらともいえ
ない,

24人, 24%

全然感じない,
0人, 0%

どちらかという
と感じた,
46人, 45%

とても感じた,
27人, 27%
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減少し，「わけがわからなくな

る」も同様でした。さらに，

「キレてしまった自分」に対し

ては「けっこうがまんしたから

しかたがない」「相手が悪い,

自分は悪くない」「何も感じな

い」が，63名(61％）から52名

(51％）に減少し，「自分はだ

めな人間だ」という生徒も同様でした。一方「後悔する」は12名増加しており，全体と

しては望ましい方向に変化していると言えます。

○ 授業後の自分は『よく変化』

授業後の自分をどう見ているかについては，約６割の生徒が「意識や行動が変わっ

た」としています。具体的には「怒りを考えるようになった。」「怒りのコントロール

が難しいことを知った。」「怒りのコントロール方法を考えるようになった。」が大部

分を占めていますが，「コントロール方法を見つけることができた。」という生徒が５

名，「キレる寸前に深呼吸をしたらキレずにすんだ。」という生徒もいました。このよ

うに「感情をコントロールする方法を見つけた」生徒は，授業直後の54名を加えても約

６割ですが，「怒りのコントロール方法」を考えたこと自体が，生徒に大きな影響を与

えたのではないかと推察します。

③ いわゆる「キレやすい」子どもについて

事前アンケートの結果，いわゆる ※ 小学校・各項目の平均（３件法による）

「キレやすい」と思われる小学生９ １時間目 学級 ９名

名，中学生24名の授業評価は右およ １－１ 授業が役立ったか ２.５ ２.９

び次頁の表のようになりました。 １－２ 怒りを知ったか ２.７ ２.９

小学校については，１時間目は極 ２時間目 学級 ９名

めて高い評価で満足度が高かったこ ２－１ 授業が役立ったか ２.４ ２.１

と，２時間目は期待が大きかったも ２－２ おまじないの方法 ２.３ ２.１

ののコントロール方法について十分 ２－３ まほうの言葉 ２.３ ２.１

に身に付けることができなかったこ

3-3 キ レて しま っ た自 分 をど う思 いま す か

0% 20% 40% 60% 80% 100%

事 前

事 後

ア　け っこう が まん したか ら、しか たが ない イ 　相 手 が 悪 い 、自 分 は 悪 くない

ウ 　自 分 は ダメな人 間 だ エ　キ レ ない よ う に す べ き だったと後 悔

オ　何 も感 じない カ 　その 他

３　授業を受けてからあなたの意識や行

動で　　　　　　　　何か変わりましたか

ア　変わった,

61人　61%

イ　変わらな

い,　　　　　 39

人 39%

４　あなたの「怒り」についての意識や行動で

何が変わりましたかエ　コントロール

する方法を見つ

けた,　　　　　　　5

人　 6%

ウ　コントロール

する方法につい

て考えるように

なった,　　　　　 18

人 　23%

ア　怒りについて

考えるようになっ

た,　　　　　18人

23%

イ　コントロール

するのは難しいこ

とを知った, 　36

人　 48%
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とが，評価の低さにつながったと考 ※ 中学校・各項目の平均（５件法による）

えられます。 １時間目 24名学年全体

ある子どもは，「ケンカをした後 １－１ 授業は役立ったか ３.６ ３.３

におまじないやまほうを使えば，だ １－２ ４.０ ４.１悪いことでないと感じたか

れとでも仲直りできると思いまし １－３ ３.１ ３.７怒りの特徴を知ったか

た。」と述べています。実は，一番 ２時間目 24名学年全体

困っているのは自分自身であり，人 ２－１ 授業は役立ったか ３.７ ３.６

一倍何とかしたいと願っていること ２－２ ３.５ ３.０コントロール法が見つかったか

がうかがえます。 ２－３ ３.３ ２.９今後コントロールできそうか

中学校については，授業の有用感は全体に比べて若干低くなっているものの，２回目

に上昇が見られ，24名のうち９名の評価が高くなっています。また，悪いことではない

と感じたり，特徴を知ったりすることについては全体の平均を上回っていますが，２時

間目は各項目とも全体の平均を下回るなど，小学校と同様な傾向が見られます。

ところで，先述の事後アンケートで「怒りについての意識や行動に変化があったか」

に対して，70%が変化があったとしており（全体は59％），授業後の評価に対応してい

ます。さらに「実際はどうなるか」に対して，事前に比べて意識と行動が変容した生徒

が９名おり，「同じくらい→がまんが多い」５名，「キレるが多い→同じくらい」２名，

さらに「キレるが多い→がまんが多い」へ変化した生徒が２名いました。これらから，

プログラムは「キレやすい」子の必要度にかなりの程度で応じていると言えます。

(2) プログラムの改善点

① 小学校

1) 学習シートの工夫

授業では，子どもの実態にあわせて『怒りの温度計』をスペシャルバージョンで用い

ました。「ふつう－少しおこっている－おこっている－とてもおこっている」状態をそ

れぞれ表した絵を用いましたが，抵抗感も少なく，進んで取り組んでいました。しかし，

一つの出来事に対して自分の変化を書く，相手による程度のちがいを書くなど，記入の

視点がまちまちでした。自由に書くことの意味は大きいと考えますが，グループでの話

し合いや全体での共有化などを考えると，ある程度共通した視点が必要だったのではな

いかと考えます。例えば，具体的な出来事，怒りの対象，その時の気持ちや行動などの

項目を設けたり，特徴をまとめて記入させたりするなどです。

2) 怒りの感情を抑える方法と相手への適切な伝え方について

２時間目は，学習内容の量的な多さや課題場面の適切さなどから，あえて各々でコン

トロール方法を考えました。たくさんの方法が出たものの，どれが自分に適しているか，

伝える内容や言い方が適切かどうかを判断できかねる状況も見られました。

そこで，課題場面を全員に提示し，そこから感情を抑える方法について触れながら，

相手への伝え方も考えさせる，いわば一連の活動としてコントロール方法を捉えること
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が必要だと考えます。その際，順序性に配慮し，瞬間的に怒りを抑えること，アイメッ

セージを用いて相手を批判せずに自分の気持ちを伝えることなど，必要最小限の確認が

大切だと考えます。

② 中学校

左は２時間目の振り返りカード「今後，

怒りをコントロールできそうか」に対する

回答です。「とても」「どちらかという

と」できそうだ，としている生徒は約４割

にとどまっています。「怒りをコントロー

ルするのは難しい。」「実際にコントロー

ルするとき，場面や怒りの度合いにもよる

が，今日の内容では無理だと思った。」な

どの感想もありました。一方「自分に合うコントロール方法を探したいです。怒りをコ

ントロールできるようになりたいです。」などの前向きな感想も多く見られました。す

なわち，対処法への関心が高いものの，実践的な力を身に付けるには至っておらず，実

際のところは，生徒各自の今後に委ねられるということが見えてきました。

そこでプログラムにおいて，授業のなかで自分により適したコントロール方法を見つ

ける可能性を高めるため，次のように考えました。

1) 怒りを抑えるための方法を丁寧に探る

深呼吸やカウントアップなどでは効き目がないとする生徒が見られます。しかし，心

拍数を下げることや瞬間的にこらえることによって，興奮状態はある程度おさまると言

われています。そこで，自分の心と向き合いながら丁寧に活動に取り組ませ，少しの変

化を感じ取らせることや，その変化でよしとする考え方が大切です。また，怒りの対象

に対してリフレーミングしてみるなど，自己会話の中で自分自身が納得する言い聞かせ

ができれば，一層コントロールにつながると考えます。

2) 相手との適切なコミュニケーションを図る

怒りの対象は，ほとんどが友人や家族など自分の身近な存在です。したがって，怒り

を抑えるとともに適切なコミュニケーションを図ることが，その後の関係からも大切で

す。そこで，スキルとしての要素も織り交ぜながら，相手の気持ちを尊重しながら自分

の気持ちを伝えていくことを身に付けさせるなどが必要と考えます。

3) ロールプレイングの仕方を工夫する

自分に適した対処法かどうかを確認するために，ロールプレイングは有効です。しか

し，中学生の発達段階や集団の雰囲気などにより，自己開示が難しく，深まりのない活

動に陥りやすいという実情もあるのではないでしょうか。検証授業でも，授業者からは

２－３　今後、怒りをコントロールできそうか

全然できそう
でない,
5人, 5%

どちらかという
とできそうでな
い, 14人, 14%

どちらともいえ
ない,

38人, 38%

とてもできそう
だ, 10人, 10%

どちらかという
とできそうだ,
33人, 33%
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おまじないの方法やまほうの言葉は
役に立ちますか

3 役立たな
い,

7人, 24%

4 その他,
 4人　 14%

1 とても役
立つ,

0人　 0%

2 役立つ,
18人　 62%

おまじない日記は役に立ちますか

4 その他,
2人　 7%

3 役立たな
い,

12人　 41%

2 役立つ,
14人　 49%

1 とても役
立つ,

1人　 3%

難しかったとの声が聞かれました。一方，生徒からはそうした声は聞かれなかったので，

見た目以上に生徒の心が動いていたものと考えられます。自己開示しやすいペアの組み

合わせとする，課題場面をあえて非現実的なものとする，場所や時間を確保するなどの

工夫によって，より効果的なロールプレイングが展開されるものと考えます。

(3)プログラム実施後の取り組み

① 小学校

『おまじない』の方法と『まほう』の言葉が，実生活に役立つかを検証するために，

授業後『おまじない日記』（資料ｐ51）に記入しました。また，授業から約一ヶ月が経

過した冬休み明けに効果等を評価してもらいました。その結果は下の通りです。

「おまじないやまほうの言葉」は，授

業直後は「とても」と「少し」役立つを

合わせて94％だったのが，62％に減少し

ています。また，「役立たない」が６％

から24％に増加しています。一方『おま

じない日記』については，「とても」と

「役立つ」を合わせると52％となってお
※ その他は「使っていない，おこっていない」り，記入状況は右下の通りです。これら

から，多くの子どもたちは，授業のよさ

や効果を実感したものの，時間の経過と

ともに薄らいだこと，実際に活用する場

面が少なかったことがうかがえます。た

だし12月に記入が少ないのは，感情の学

習をしたことにより，周囲に対しての抑

止力が自然に働いたのではないかと推察
※ その他は「使わなかった」

されます。また，１月は冬休み中の出来

事についての記述なので，対象が主

に家族ということで，気兼ねなく感 【おまじない日記】（提出者33名）

情を発露したため効き目が少なくな ◎ ○ △ 計とてもいい いい もう少し

っていると推察されます。また，今 12／15 ０人 ０人 ０人 ０人

回は検証ということもあり，全員が 12／22 ２人 １人 ２人 ５人

同じ日に回答しましたが，このこと １／15 ３人 ５人 12人 20人

が未記入の多さにつながったとも言 計 ５人 ６人 14人 25人

えます。

ところで，効き目があったとする具体的な記述は，心の中で「がまん，おこらないで

笑え。」「だいじょうぶ。」などの自己会話や深呼吸をしたというものでした。

そこで，プログラムを実生活に役立てるために，次のような授業後の取り組みが必要

と考えます。
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1) 日常の学習や生活における具体的な場面での確認と活用

「こんな時はどうする？」など日常の場面を適宜捉えて，授業時に立ち返ることが必

要です。そのために『ムカッときたら早めのおまじない，やさしくまほうの言葉』など

分かりやすく親しみやすい言葉を，全体の合い言葉にするなどの方法があります。

2) 『おまじない日記』などの継続的な活用と共有化

授業後も意識的に対処法を実行し，習慣化を図る必要があります。今回は『おまじな

い日記』としましたが，怒りの対象や出来事，自分の行動，それに対する自己評価，特

に頑張っていることや成長と感じることなどに着目し，継続して書き記すことが大切で

す。これを全体で紹介し合うなどにより，理解が深まるとともに自尊感情も高まるので

はないかと考えます。

3) 『黒字ノート法』などによる家庭との連携

家庭においては，安心感などから怒りが抑えきれないこともあります。そこで，学校

と家庭の連携のなかで，子どものよいところ，がんばっているところのみを情報交換す

る『黒字ノート法』の活用が有効です。教師と保護者が，ともに子どもを肯定的に捉え，

自尊感情を高めていれば，自然に怒りのコントロールにもつながると思います。怒りは

相手に対する要求でもあり，ネガティブな感情や行動の裏にはポジティブな思いや願い

があるはずです。そのことを私たち大人が受け止めてあげることが大事です。

② 中学校

中学校では，生徒自身の，怒りをコントロールしてよりよく変わろうとする意欲や意

識を後押しする取り組みが大切です。一人一人の対処法への興味と自分のものにしたい

という気持ちを，実際の行動に反映させるために，例えば，スキル学習としてアサーシ

ョン・トレーニングなどを行います。相手との適切な会話のコツを身に付けたり，断り

方や頼み方など日常生活において活用頻度が高いものを中心に練習したりすることは，

怒りの処理に関しても役立つと考えます。そして，短時間でもいいので学級など集団で

繰り返し練習し，お互いに意識して生活するように心がけていくことで，成果が表れて

くるものと考えます。

また，コミュニケーションの土台となる自己開示や他者理解を促していくことも大切

です。構成的グループエンカウンターなどの手法を活用したり，行事や体験活動などに

よる触れ合いなどを通したりしながら，心の交流を進めていくことが大切です。そうし

た一連の活動と相まって，それぞれに適した怒りのコントロール方法が身に付いていく

ものと考えます。
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(4) プログラムの見直しと再提案

ここまでの検証から，プログラムの内容，授業における指導過程などはおおむね妥当

なものと考えます。そこで，小・中学校ともに，学習シートや対処法の身に付け方など

細部に変更を加えるなどの見直しを図りました。また，小学校では先生方が発達段階や

必要に応じていつでも行えるよう，低学年，中学年，高学年向けに再編しました。プロ

グラムの概略は次の通りです。また，詳細については資料ｐ58～65をご覧ください。

【小】 低，中，高共通：子どもたちの実態や教師の意図により，取り扱う。

【中】 「喜・怒・哀・楽」それぞれ扱った後，ネガティブな感情に焦点化していく。

【小】

低： ②と④を比較して，怒

りが爆発したときを思い

出し「いつ，だれと，ど

① ② ③ ④
んなことで，どうなった

か」を考える。

中： ①～④の絵を用いて，それぞれの怒りの程度に応じて，対象や出来事，そのと

きの行動や気持ちを考え，気付いたことをまとめさせる。

高： 中学年同様だが，温度を加えて表したり，現在の気持ちを考えさせたりする。

【中】 怒りの程度を，40℃－60℃－80℃－100℃の４段階で捉え，それぞれについて，

対象，出来事，行動，現在の気持ちを考え，自分の特徴について整理する。

【小】

低： 葛藤場面から解決法に結び付けていく。自己会話で怒りを抑える。［謝意＋断

りの表明＋自分の気持ち］の順番で，簡潔に自分の気持ちを相手へ伝える。

中： 葛藤場面を通してコントロール法を考える。自己会話，深呼吸などから自分に

適した方法を見つけ出す。［謝意＋意思の表明＋提案（代案）］の順で，自分の

気持ちを相手へ伝える。

高： 気持ちの抑え方については中学年同様とする。相手への伝え方として，［謝意

＋意思の表明＋その理由（自分の気持ち）＋提案］の順とする。

【中】 各々で課題場面を設定する。自己会話，深呼吸，カウントアップなどから自分

に適した方法を見つけ出す。『時間置け法』に基づき，［事実とそれに対する自

分の気持ち＋提案＋その結果についての見通し］の順で，相手へ伝える。

③ 怒りに対処する方法を身に付ける

課題場面を通して，怒りを抑え，相手に対して適切に伝える方法を考える。

② 自分の怒りの特徴について考える

学習シート『怒りの温度計』を用いて，自分のことを考える。

① さまざまな感情を確認する

『ななちゃん，どうしたの？』のいくつかの表情から気持ちや行動を考える。
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Ⅲ 学校の実践事例

１ 事例収集のねらいとその内容

(1) ねらい

これまで，「キレた」児童生徒への取り組みについて，学校では多くの実践が行なわれ

ていますが，昨年度本研究では，「キレた」場面での直接対応や個別対応を三次対応とし

て，主に文献などから情報を収集し，その指導・援助について提示しました。

そこで，今年度は，学校では三次対応がどのように行われているか，事例を収集し対応

の実際を知ることにしました。そして，参考となる取り組みや事例から学ぶべき点につい

て考察を加えて紹介し，学校での適切な三次対応に結び付けたいと考えました。

(2) 事例収集の方法と質問内容

平成18年度の生徒指導に関するセンター研修講座の受講者に，事例調査票を配布し，記

述回答してもらいました。事例は，怒り，不満などをコントロールできずに不適切な行動

をする子ども，いわゆる「キレる」子どもと判断される児童生徒についてです。

〔配布した事例調査票の一部〕 （事例調査票は資料ｐ66に掲載）

平成１８年度 研究への協力のお願い

秋田県総合教育センター 児童生徒支援班

現在学校では、怒りや不満などの感情をコントロールできずに不適切な行動をする子

どもについての対応で困っている先生方が少なからずおります。当班では、昨年度から

そのような児童生徒にいかに対応すべきかについて、研究をしてきました。今年度は、

いわゆる「キレた」場面での対応やその後の指導・援助について研究を深め、学校に提

。 、 。案したいと考えています そのためには 先生方からの事例が是非とも必要になります

どうか、ご多忙とは存じますが、調査・研究のためにご協力をよろしくお願いします。

「キレる」とは・・・記入していただくみなさんが接している子どもの中で、いわゆ

る「キレる」行動や言動、態度等を感じる子ども、と受けとめてください。どういった

行動が見られたかといった基準を設定することはしません。みなさんが、お感じになっ

ているイメージで構いません。なお、いわゆる「キレる」行動の背景にＡＤＨＤ（注意

欠陥／多動性障害）等が考えられる場合は除外してください。
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(3) 事例回収数（回答事例数は５２）

２３７名の教職員に依頼し，５０名から５２事例を収集しました。

小 学 校 中 学 校 高等学校 養護学校 計

依 頼 人 数 ９５ ７７ ５９ ６ ２３７
（人）

回収事例数 １８ ２１ １３ ０ ５２

２ 事例全体のまとめ

(1) 児童生徒が「キレた」場面ときっかけ

① 「キレた」場面

児童生徒が「キレた」場面で最も多いのは，「休み時間」です。次に多いのが「授業

中」でした。

「キレた」場面

18
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4

2

2

0 5 10 15 20

休み時間

授業中

部活動

放課後

校門指導

その他

事例数

平成１８年度 研究への協力のお願い

秋田県総合教育センター 児童生徒支援班

いわゆる「キレた」子どもの事例調査票

質問内容

1) 校種，学年，男女別

2)「キレた」という状態の概要

3) その後の「キレた」子どもへの対処状況

4) 予兆と思われる言動

5)「キレる」という状態に至った原因や背景
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校種別に見ると，小・中学校では「休み時間」が最も多く，高等学校では「授業時

間」が最も多くなっています。

〈校種別の「キレた」場面〉 （内容記載 ４６事例）

休み時間 授業中 部活動 放課後 校門指導 その他 計

小 学 校 ９ ７ ０ １ ０ １ １８

中 学 校 ８ ３ ３ １ １ ０ １６

高等学校 １ ５ ２ ２ １ １ １２

計 １８ １５ ５ ４ ２ ２ ４６

② 主なきっかけ ※（ ）内は校種

○授業中の場面

・学習活動が思うように進めなくなった（小）。

・苦手な教科の授業を受けている（小）。

・自分の活躍の場がない（小）。

・教師に授業態度を注意された（中・高）。

○授業以外（休み時間，放課後，部活動）の場面

・友だちから気に合わないことを言われた（小・中）。

・友だちに意見された（小）。

・遊びの仲間に入れてもらえなかった（小）。

・部員同士の言葉のやりとり（中）。

・登下校の際，生活指導面で教師に注意を受けた（中・高）。

・部活動顧問に練習態度を注意された（中・高）。

学校で「キレる」きっかけは，小学校では学習に関することや友だちとのかかわり方

が多く，中学校や高校では教師と生徒との関係において多いことがわかりました。

(2) 児童生徒が「キレた」ときの直接対応や個別の対応（三次対応）

① 直接対応

直接対応とは，「キレた」直後の児童生徒に対するその場での対応です。

事例でその場の対応（直接対応）について記述されているものは４７事例でした。対

応の仕方について，その総数をグラフに，校種別の数を表で次頁に示しました。

グラフから，最も多いのは「別の場所へ連れて行く」で２２事例，次いで「落ち着か

せる」が１５事例となっています。両方合わせると，全体の約８割になります。

このことは，本人と周囲の児童生徒の安全確保と，興奮状態を鎮めることを第一に考

えた対応となっています。指導の前にまず落ち着かせることが必要であり，学校ではそ

のような対応をしていることが読みとれます。なお，わずかですが，小学校の事例の中

に，その場での指導も見られました。
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〈直接対応の方法〉

〈校種別に見た直接対応の方法〉 （事例数）

小 学 校 中 学 校 高等学校

別の場所に連れて行く ８ ９ ５

落ち着かせて話を聞く ３ ６ ６

その場で指導する ７ １ ０

その他 ０ ２ ０

次に，「別の場所に連れて行く」について，具体的内容を見てみました。

○連れて行く場所（事例数）

相談室（８），空き教室（４），保健室（３），生徒指導室（２），校長室（２）

その他（３，図書室・実験室・コンピュータルーム）

○連れて行く人

その場にいた教師，学級担任，生徒指導主事，校長先生，信頼関係のある教師

○教師の対応 ※（ ）内は校種

・教師が付き添い，一人で校長室で自由に過ごさせた（小）。

・なだめながら興奮を鎮めさせ，話をさせた（小）。

・５から10分は，沈黙を心がけ様子を見る。その後過去のがんばったことなどを思

い出させる（中）。

・他の教師と一緒に，椅子に座って落ち着くまで待った（高）。

・実験室で実験器具の洗浄を手伝ってもらいそのことをほめた（高）。

○児童生徒の様子 ※（ ）内は校種

・部屋のソファーに寝転がったりして自分でクールダウンした（小）。

・落ち着き始めると生徒の方から話しだした（中）。

直接対応の方法

22

15

8

2

0 5 10 15 20 25

別の場所に連れて行く

落ち着かせて話を聞く

その場で指導する

その他

事例数
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・その場にいた二人の教師と別室へ連れて行き，その部屋では同行した教師以外の

教師に対応してもらい，落ち着かせた（中）。

・当事者の教師と生徒の二人きりのときは沈黙状態が続いたが，学年部の先生が同

席すると次第に落ち着いた（高）。

別の場所に連れて行くことのよさとして，次のようなことが挙げられます。

・暴力的行為などの危険を回避する

・周囲の目が気にならない

・興奮が鎮まるまでの時間が比較的短くなる

・じっくり話し合える状況をつくりやすい

・他の教師と複数対応がしやすい

・教師自身も冷静になれる

直接対応には，静かで人目が気にならず，いつでも緊急時に使える部屋を確保し

ておくことが大切です。

② 個別の対応

個別の対応は，興奮状態が鎮まってからの対応です。

「キレた」児童生徒に対し，個別の対応としてどんな取り組みをしているかまとめま

した。事例の記述内容から大きく分けて「教師の共通理解に関すること」「保護者との

協力と連携に関すること」「個別指導に関すること」「校内体制づくり」などに分ける

ことができました。それぞれの事例数は次のグラフのようになっています。

個別の対応として最も多いのは「教師の共通理解に関すること」，次いで「保護者と

の協力と連携に関すること」となっています。

さらに，ア～カの各項目では，次のような内容の記述がありました。 ※（ ）内は校種

ア 教師の共通理解に関すること

個別の対応
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・児童理解を深める会で事例として取り上げ，全職員の共通理解を図った（小）。

・特別支援教育運営委員会が中心となり，全職員へ対応の共通理解を図ったり，記

録の蓄積や担任ヘのサポートなどに当たったりした（小）。

イ 保護者との協力と連携に関すること

・保護者に本人の理解を深めてもらうため，授業の様子を見てもらった（小）。

・尊敬する父親と一緒にものづくりを楽しむふれあいを生かしながら支援に当たっ

た（小）。

・家庭と連絡を取るときは，伝える内容によって本人と保護者との関係が悪くなら

ないように，学校の様子など選んで伝えた（小・高）。

ウ 個別の指導に関すること

・学習内容の遅れや課題の残りを，週１回の居残り学習で，担任と二人で取り組む

時間を設定した。本人はその時間をとても気にいっている様子だった（小）。

・母子家庭で母親不在の時間が多かったり，悩みなど心の内を語れる人がいなかっ

たりすることから，全教師が本人の話を聞くように心がけた（中）。

・学校講演会で音楽家を講師に招いた際，講演後全校生徒の前でドラムセットを叩

く機会があり，自分を大いにアピールしたことから本人は自信をもった（高）。

エ 校内体制づくりに関すること

・本人をサポートするため組織づくりをした（組織名「サポート０」，組織員：教

頭，教務主任，担任，養護教諭）。また，教室で「キレる」行動が見られるとき

は，教室内のインターホーンですぐ職員室と連絡を取れるようにした（小）。

・面談場所を校長室にし，面談を必ず二人対応にするなど，万が一の場合に対応で

きるような学校体制をつくった（中）。

・サポート職員と教師が，生徒の「キレる」状況が発生しやすい時間や場所を巡視

し，発生の未然防止やその場で即時対応できるようにした（中）。

オ 全体指導に関すること

・道徳の時間に人とのかかわり方の学習を行った。相手が「こうされたらどう思う」

という課題場面をつくり，ロールプレイングを実施した（小）。

カ その他

・スクールカウンセラーと親子面談したり，教師がスクールカウンセラーから教育

相談の技法を学び，それを活用して児童の支援に当たった（小）。

学校では，「キレる」状態に至った原因や背景に目を向けたり，起こった状況を

把握したりしながら，その児童生徒に適する個別の対応に取り組んでいることがわ

かります。
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３ 六つの実践事例とその考察

学校で参考になるよう，個々の「キレた」ときの状況などに応じた学校の対応について

六つの事例を掲載しました。また，事例から学んだことを考察としてまとめました。

【事例１】 授業中，学習のつまずきから「キレた」Ａ児 小学校高学年男子

１ 「キレる」という状態に至った原因や背景

教師が「わからないの？」と聞いたとき，「ちがう」と答えたが，プライドの高い

子どもなので，おそらくみんながどんどん進むのに，自分がわからなくて進めないの

が，悔しかったのだと考えられる。

２ 予兆と思われる言動

ソワソワしだす，表情がくもる等

３ 「キレた」という状態の概要

算数（少人数学習）の授業中，単元のまとめとしてドリルを自力で解き進む学習を

していた。問題を１ページ終えるごとに教師の所にもってこさせ，合格したら次へ進

む。他の子どもがどんどん進んでいくなか「わからない人は先生の所に持ってきて」

と話していたが，Ａ児は，なかなか進めないし，聞きに来ようともしなかった。プラ

イドの高さを感じる児童である。そのうち「こんな問題やりたくない」とノートを

３，４ページ切ってちらばした。

顔つきがただならぬ様子で，いわゆる「キレた」状態となり，教師が「わからなく

てそうしているの？」と聞くと「ちがう」という。周りの子はノートを破くのを見て

「あっ」と驚き，「いけないよ」という声も聞かれた。

４ その後の「キレた」子どもへの対処状況

その時，授業していた教師はその児童のそばに行って，次のような会話をした。

教師：「どうしたの？何か悩んでいることあるんじゃない？」

Ａ児：「悩みはいっぱいある」

教師：「悩みはね，だれかに話をすると楽になるよ。あなたが一番話しやすい人は

誰？」

Ａ児：「Ｂくん」

教師：「そうか，じゃあ，あとで話をしてみるといいね」

Ａ児がだんだんと落ち着く。そのうち，ちらかしたノートを自分で片づけて帰る。

Ｂ児には「Ａくんが話をするかもしれないから聞いてあげて」とお願いしておく。担

任にもＡ児のことを伝える。
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〔事例１の考察〕

要因・背景の理解 ～プライドの高い子ども～

学習がなかなか進まない自分にいらだちを感じて，ついつい「キレて」しまった事例で

す。先生はＡ児の様子の変化を，授業の中で感じ取っています。またこの先生は，少人数

での授業の中で，Ａ児のみならず，一人一人の子どもの状況や性格などを把握しています。

この時も，この児童の様子の変化を感じていたため，全体に声かけしながら学習を支援

していました。Ａ児の例は，できなくて恥ずかしいという気持ちを通り越して，「自分が

望まないことをされたことへの不快感や怒り」を感じているのではないかと考えられます。

子どもに配慮したことばかけ

Ａ児は周囲との学習の遅れの焦りを言い伝えることができず，「キレて」しまいました。

先生は，まずＡ児に注意するのではなく，優しい声かけで対応しています。それはＡ児の

気持ちを大切にしている証拠です。

Ａ児は初め，先生の「わからなくてそうしているの？」という問いに対して，「ちがう」

と答えました。その後，先生は「キレた」状態になった時に，静かに子どもと同じ目線で，

「何か悩んでいることあるんじゃない？」というようなことばかけに変え，その子どもの

プライドに配慮しています。それに対して，Ａ児は直接的な答えではないにしろ，「悩み

はいっぱいある」と自分の内面を少し表現しています。

解決方法を一緒に探す

「キレる」子はともすれば「困った子」ととられがちです。プライドの高さから素直な気

持になることができず，苦しんでいるＡ児の思いをどこに向けたらよいのでしょうか。先生

はＡ児に一緒に考えようと提案しています。この児童は，自分を理解してくれている先生が

いるという安心感から自己開示することができたようです。そしてそこから，先生はその子

の悩みを打ち明けられる対象が，クラスの友だちの中にいることを発見しました。目線を子

どもに合わせた共感的理解が感じられます。

子どもの気持ちを大切にする

Ａ児については，進級の際に「キレる」状態になったことがあるという申し送りはあった

ものの，新学年になってからは，一度もこういう状態になったことはありませんでした。先

生は「キレた」場面でその行為を叱るのではなく，まずは子どもの気持ちを大切にして，100

％受け入れるようにしています。これは落ち着かせるためには非常に有効で，Ａ児の怒りは

徐々に鎮まりました。その後，Ａ児はクラスで友だちとの関係づくりでも悩んでいたという

ことがわかりました。傾聴と共感的理解から支援ができた例と言えます。
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【事例２】 友だちとのふざけあいから「キレた」Ｃ児 小学校高学年男子

１ 「キレる」という状態に至った原因や背景

保育園，低学年の頃から問題があった子どもたちの集団であった。いわゆる学級崩

壊になっていったクラスであった。ルールを守ろうとする態度が育っていないこと

と，子どもと子ども，子どもと教師の人間関係がうまく結べていなかったことが根本

にあると思う。

２ 予兆と思われる言動

（記述なし）

３ 「キレた」という状態の概要

友だちにちょっかいを出して楽しむ。相手の友だちにやり返されるとエスカレート

し，本気の殴り合いになることもある。ふざけていたことが，途中から自分をコント

ロールできなくなり，興奮状態の中で，殴り合いになる。相手が手を出していなくと

も，殴り続けることもある。

４ その後の「キレた」子どもへの対処状況

子どもを語る会でその子どもについて全職員で共通理解。ルールやマナーを守ろ

うとする意識が低いため，両親の協力を得て改善するようにしていった。この子ども

は父親のことが好きで，よく話をするため，父親から子どもとふれあいながら話をし

てもらうようにした。

低学年の時から叱られ続けている子どもであるが，元気いっぱいでエネルギーがあ

る。学校も楽しいと感じている。真剣に努力し頑張ったと感じることができるような

機会を体験させていった。学習発表会や詩の朗読など，全校の前での活躍の場と称賛

の機会をつくる。もちろん事前にしっかりと練習させる。声の大きさ，はきはき言え

ることはこの子のよいところでもあり，それを生かしたかった。代表のあいさつなど

も自分からやるようになり，よく考えてしっかりと話すことができ，立派になってい

った。あいさつや言葉遣いもよくなっていった。
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〔事例２の考察〕

活躍の場を与え，適切に評価する

先生は，Ｃ児が本来明るく活発な子どもであるため，全校の前で「活躍の場」を与えて，

適切な評価を受けることによって，変容できると判断しました。そして本児のよさを見抜

き，自信をもって発表ができるように事前に十分練習をさせています。その後の本児は自

主性もでてきて，落ち着いて行動できるようになったようです。これは本児がたくさんの

成功体験を経て，自尊感情や自己肯定感をもつことができるようになったからだと思われ

ます。

保護者との連携

先生はＣ児が父親との関係がよいことを知り，保護者と連絡を取り合いながら，家庭と

学校で問題となった行動について改善をしていくようにしました。このとき校内の全職員

の共通理解として，本人の怒りや不安，不満などの気持ちをよく聴いてあげるように接す

ることとし，そのことを保護者にも理解してもらい，家庭でも協力してもらいました。ま

た家庭と学校の双方で，Ｃ児の行動でうまくいっている点やできている点を確認しあいま

した。

学級のルールの確立

学級のルールが確立されていないと，小さなトラブルやいざこざが日常的に起こり，そ

ういった状況の中で「キレて」しまった子どもは，自分をどうしたらよいかがわからなく

なってしまいます。Ｃ児も初めはふざけあっていたのですが，いつのまにか本気の殴り合

いになってしまいました。

またこのような状態の学級では，まわりで傍観している子どもたちも，日常的なトラブ

ルによってストレス反応を引き起こすようになります。教室が安全な場所でない場合，問

題を起こす子どもに対してよりも自分たちの安全を守ってくれない教師に対して怒りが増

幅してきます。このケースの場合も，学級の秩序が保てない状態がこのときまで続いてい

たのかもしれません。

子どもと一緒に過ごす時間の確保

トラブルを起こす子どもだけ指導していても，学級全体の状況が変化しないことには，

必ずまた同じようなことが繰り返し起こってしまいます。この先生は一人一人の子どもを

より深く理解するために，まず休み時間や昼休み，放課後を子どもたちとできる限り一緒

に過ごし，一緒に遊ぶことに時間をかけました。そしてその中から子どもたちそれぞれの

よさや可能性を見つけ，そこを伸ばそうと考えました。
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【事例３】 先生に注意や指示されて暴れ出し「キレた」Ｄ子 中学校女子

１ 「キレる」という状態に至った原因や背景

家庭の不適切な養育態度がやや認められた。Ｄ子は感情の起伏が激しいと思われる

場面をときどき見せることがあり，家庭での愛情不足などもその一因と思われる。

２ 予兆と思われる言動

周囲の人に言われたことと反対のことをしだしたり，目つきがきつくなるような表

情の変化が見られたりする。また，ある時は「生きるのがいや」「もう死んでしまい

たい」等の言動も見られた。

３ 「キレた」という状態の概要

Ｄ子は，もともと機嫌が悪いところに「こうしなさい」「ダメだよ」などと言われ

ると「キレる」。壁を蹴ったり，殴ったりする。また，文房具を投げることもある

が，人にぶつけたりはしない。小さい子どもがだだをこねるような感じで，言動に幼

さを感じる。

注意されたことと反対のことをするので，例えば，うかつに「Ｄ子さん，防火設備

にさわらないでね」と言うと逆にそれに触ろうとし，それを押さえるために周囲が騒

ぐので，ますます暴れてしまうという状態であった。最後には涙を流したり，時には

給食を食べたりして，次第に落ち着いて怒りが鎮まることが多い。

４ その後の「キレた」子どもへの対処状況

暴れ方のパターンがわかってきたので，暴れそうになると「怒らない」「否定しな

い」「少し散らかるくらいはしようがない」，暴言も「無視して聞き流す」「普通に

仕事を続けて相手をしない」などの手立てを続けると徐々に落ち着いた。

注意して止めるようなものではないし，本人もどうしたらよいかわからなくなって

いるので，相談室や保健室で一人にして落ち着くのを待つようにしている。

先生方は，Ｄ子の機嫌がよいときに多くの言葉をかけるようにしたり，養護教諭が

Ｄ子のミニ誕生パーティーを開いてお祝いしたりした。
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〔事例３の考察〕

要因・背景の理解 ～突然キレるわけではない～

本事例では，対応する教職員がＤ子の「キレる」言動について，「小さい頃からの生育

歴が背景としてある」ことを十分に押さえています。Ｄ子は家庭での不適切な養育態度な

どにより，自分を絶対的に愛してくれる存在を感じることができなかったようです。保護

者が最後は自分を守ってくれるという安心感を得にくかったのではないでしょうか。

そのため，例えば，自分の言っていることがある程度伝わって，理解してもらっている

という体験が不足し，それが，感情の起伏の激しさになって表れるようになったのかもし

れません。

教職員の共通理解

前述のような背景を考え，学校では「Ｄ子が心安らかに学校生活を送ることができるよ

うにしたい」という対応の方針を立てています。Ｄ子が起こす「キレる」行動は，愛情希

求の表現手段であるという教職員の共通理解のもと，「キレた」場合の対応として，言動

を無理に抑制することなく，自然の収まりを待つことを確認し合いました。

母親的存在としてのかかわり

大人に対して素直に心を開くことができないＤ子に対して，養護教諭は，保健室に来る

度に，母親のように優しくＤ子に接するよう努めました。例えば，Ｄ子の誕生日には，さ

さやかな誕生パーティーを行いました。

このような個別対応の継続により，Ｄ子は，学校で自分を大切にしてくれる人がいると

いう安心感をもつことができるようになりました。ある程度の関係ができＤ子と会話する

中で，養護教諭をはじめ周囲の教師は，Ｄ子は「キレる」ことで「自分はここにいるよ」

というメッセージを発信していたことがわかりました。

「キレる」の特徴把握

本事例では，表情の変化などの予兆や暴れ方のパターンを丁寧に把握しています。教職

員は，Ｄ子が怒りを爆発させたとき，それを注意・指導するだけではますますＤ子の怒り

を増幅させる，という悪循環を断ち切る必要性に気付きました。

怒りの爆発中には，周囲の者が何を言っても伝わりません。そっと見守り熱が冷めるま

で待つことにしました。「Ｄ子と一緒になって怒らない」「行動には何か意味がある。す

ぐに否定しない」など，同じ土俵に教師は上がらないようにしました。

そして，「本人もそのときはどうしたらよいかわからなくなっている」という理解のも

とで，冷静なときに，「できるだけＤ子の気持を理解してやる」ことに努め，感情を否定

せず適切に行動する方法をＤ子と一緒に考えるようにしました。
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【事例４】 不適切な行為を注意されて「キレた」Ｅ男 中学校男子

１ 「キレる」という状態に至った原因や背景

Ｅ男の家庭は，Ｅ男の暴力行為を容認している暴力親和的な雰囲気や，喫煙などの

非行的な行為を行っても，その行為に対して適切な対処が欠如していると感じられる

ところがあった。

２ 予兆と思われる言動

中学校１年の頃から，問題行動を起こす上級生とのかかわりをもつようになり，同

等な立場でつき合っていた。その頃から髪を染めたり，喫煙も日常化するようになっ

たり，同級生を呼びだして，「気にくわない」などの理由から暴力行為に及ぶことも

あった。

３ 「キレた」という状態の概要

Ｅ男は放課後，体育館で部活動の練習をしていた。同じ体育館でバレーボール部も

練習しており，たまたまバレー部のボールがＥ男のところに転がっていき，バレー部

の顧問は拾ってくれるように，声をかけました。しかし，Ｅ男はボールを非常口から

外へ蹴り出してしまった。

その行為に顧問は，「ボールを拾ってきなさい」と注意したが，Ｅ男は「ボールが

転がってきて，邪魔だから寄せたんだ。なぜ俺が拾わなきゃいけないんだ」と言いな

がら，顧問の方にすごい形相で近づいてきました。そして，近くのパイプ椅子に手を

かけようとしたが，もう一人の教師が制止しました。

「邪魔するな」と暴言を吐いたりしたが，顧問は「君の話をまず聞くから」とＥ男

に言うと，興奮しながらもそれに応じ，二人で校長室へ向いました。

Ｅ男は２年生の頃から，校内暴力や校舎の破損など繰り返していました。

４ その後の「キレた」子どもへの対処状況

校長は問題行動に対して，自ら積極的にかかわり，学校の危機管理に対する先生方

の意識の高揚や対応の体制づくりを図った。暴力行為を繰り返し起こすＥ男に対し，

その場から職員室に隣接した校長室へ連れて行く，その時の対応は，必ず学年部の誰

かを加えた二人の教師で当たる，などを職員会議で確認していた。

また，Ｅ男の日頃の様子にもできるだけ目を向けて，気付いたことは学年部会や生

徒指導の問題行動に関する対策委員会で，情報を共有する場を持った。教師はできる

だけＥ男に声かけするようにし，教頭先生は，朝から晩まで一緒に過ごして，いろい

ろ話し合う日もあった。その後，暴力行為や暴言などは，以前より少なくなった。
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〔事例４の考察〕

要因・背景の理解 ～行動には目的がある～

本事例では，家庭の養育状況がＥ男の問題行動に影響しているようです。そのため，入

学した頃から，問題行動を起こす上級生とかかわりをもち，喫煙や染髪はじめ，同級生へ

の暴力行為に対し，家庭では十分指導できなかったと思われます。

問題行動を起こすＥ男は，どこかで自分に注目してもらいたいという思いがあったので

はないでしょうか。暴力を振るうことで自分の力を誇示したいという欲求も見えます。

人間的な温かさを受けて育つ時期に，それを十分に感じることを家庭では得ることがで

きなかったのではないでしょうか。

怒りの爆発を増幅させない教師の対応

ボールを蹴り出してやったＥ男は，「ボールを拾ってきなさい」の一言で「キレて」し

まいました。興奮を抑えられずに形相を変えながら近づいてきたＥ男に，顧問はさらに注

意することなく，「まず君の話を聞くから」と落ち着いた対応をしています。そして，速

やかに校長室へ連れて行きました。「キレた」場合の対応（直接対応※17年度研究紀要ｐ

36）の留意点が生かされています。また，暴力行為に対する危機介入では，「指示は短

く」「その場では指導しない」ことが重要です。他の生徒への影響にも配慮した適切な判

断です。

教職員の和・輪・話

教師一人一人のＥ男への声かけは，「学校ではあなたに目を向けているよ」というメッ

セージであり，Ｅ男の心に和みを感じさせていると思います。また，面談では学年部の教

師が加わることで，Ｅ男が落ち着いて話せるように配慮しています。また，教頭先生との

温かなふれあいは，Ｅ男にとって寛容な大人の姿を見る機会でもあり，また，大人のモデ

ルにもなるものではないでしょうか。教師のそれぞれの持ち味を生かし，役割分担しなが

ら，「キレた」子どもへのチーム対応をしています。何でも話せる雰囲気が職員間にあり，

それだからこそできた個別対応のように思います。

学校の危機管理意識

校長先生のリーダーシップのもとで，問題行動の解決に向けた取り組みがなさ

れています。Ｅ男による問題行動発生時の迅速な対応や，Ｅ男と話し合う場所を

職員室に隣接した校長室にし，対応には複数の教員で当たることなど，万が一の

場合を十分考慮しています。

ここからは，校長先生の，学校目標である生徒一人一人を大切に育てていこう

とする姿勢と問題行動の未然防止・再発防止に対する強い意志がうかがえます。
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【事例５】 授業中に注意されて「キレた」Ｆ男 高校男子

１ 「キレる」という状態に至った原因や背景

Ｆ男は，「自由」であるというイメージをもって高校に入学してきたようである。

しかし，現実とイメージとのギャップにストレスを感じ，耐えきれなくなったように

感じられる。

２ 予兆と思われる言動

入学当初は明るく，それほど「キレる」生徒であるという印象をもたなかった。し

かし，整容について指導を受ける機会が多くなるにつれ，イライラしている様子が周

囲の人にもわかるようになってきた。進級してからは，感情の起伏がかなり激しくな

り，学習に対しても無気力な姿勢・態度が見られるようになった。

３ 「キレた」という状態の概要

ある教科の実験授業に，Ｆ男を含む数人の生徒が５分ほど遅刻してきた。教科担任

が，その遅刻に対する注意を促したのをきっかけとしてＦ男が興奮した。

遅刻してきた数人の生徒は，急ぐ様子もなければ悪びれた様子もなかったため「遅

刻により，実験の誤操作を招く危険がある。他の生徒を危険にさらしかねないため，

もっと緊張感をもつように」という内容の注意を促した。日頃から，「特に実験の時

は絶対に遅刻をしない」と指導をしてきた中で，他の生徒は注意を素直に聞き入れた

様子であった。しかし，Ｆ男は突然立ち上がり，教卓の前まで歩み出るとけんか腰で

「すみませんでした」と発言し，全く謝っているような態度ではなかった。

そのことに対して再度注意したところ，Ｆ男が罵声を発し，教科担任とＦ男は口論

状態に陥った。この間，他の生徒は止めることもできずに状況を見ていた。

Ｆ男の興奮がどんどん高まり収拾がつかなくなったため，職員室に来るように促し

た。興奮した状態ではあったが，その指示には従った。

４ その後の「キレた」子どもへの対処状況

場所を職員室から生徒指導室に移し，他の教諭とともにＦ男を落ち着かせてから，

状況を振り返らせたところ，「自分が悪かった」と反省し教科担任に謝った。Ｆ男

は，授業前の昼休みに整容指導を受け，そのことでイライラした状態であったため，

感情を抑えきれずに「キレて」しまい，八つ当たりに近い感情であったと話した。

Ｆ男は，１年時の途中から「キレ」やすい兆候があらわれ，教師との口論もたびた

びであった。また，同じクラスの生徒ともけんかになりかけ暴力行為に至る直前で止

められたこともあった。このようなことから，学年部で保護者との面談を数回行い，

学校の指導に対する理解と協力を求め指導を続けてきた。
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〔事例５の考察〕

当事者以外の介入

状況の悪化からこのままでは解決が難しいので，Ｆ男を落ち着かせるために生徒指導室

へ場所を移しています。クラスの生徒がいる前では，互いに引っ込みがつかないため，先

生もＦ男にも冷静になる場が必要でした。そして，廊下を歩いているうちに，Ｆ男はやや

落ち着きはじめ，生徒指導室で教科担任と二人でいる間は，互いに沈黙状態でしたが，他

の先生が生徒指導室で両者の間に入って話を聞くことで，Ｆ男の振り返りが始まりました。

このように，当事者以外の介入が事後の対応を円滑にすることがあります。

怒りの言語化

生徒指導室の場面で，Ｆ男は自分の行為を振り返りその不適切さに気付くことができま

した。冷静に語り始めることで，教師はＦ男の「キレた」原因となっていたストレス「整

容指導での注意」を発見できました。「キレる」生徒への個別の対応では，教師がじっく

りと話しを聴く中で怒りを言語化させ，対応する方法を共に考え身に付けさせていくこと

が重要です。

昨年度の研究で提案した「怒りのログ」は，この事例のような場合に，「日常のストレ

ス」「きっかけ」「起こした行動」「自分・相手に生じたこと」を客観視させ，そこから

生徒自身の取るべき行動を考えさせる資料となります。

大事なことは，きちんと伝える

本事例で，教科担任がどの生徒に対しても「実験の誤操作を招く危険がある。他の生徒

を危険にさらしかねない。だから，もっと緊張感をもつように」と指導することは絶対に

必要なことです。Ｆ男だからという特別扱いは成立しません。それはＦ男のプライドを傷

つけないことになります。

結果的に，教科担任とＦ男との対立の構図になりました。本事例から，この結果が予測

できたかどうかは把握できませんが，例えば，昼休みに整容指導した教師が，その時のＦ

男の変化をすぐに教科担任に伝えていれば，教科担任の対応も変わっていたのかも知れま

せん。

「決めつけない」「挑発に乗らない」

Ｆ男はＦ男なりの，教師は指導者としてのプライドをもっています。Ｆ男に限らず生徒

のプライドは，人前で傷つけられることを許しません。したがって，人前で注意されるこ

とを嫌う傾向も強まります。きっかけは小さなことでも，売り言葉に買い言葉のやりとり

から，状況を悪化させていくことがあります。そのようなことも配慮して，教師は，「悪

いと決めつけない」「挑発的な質問は無視する」など，冷静に対応することが必要です。
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【事例６】 部活動中の顧問の指示に「キレた」Ｇ男 高校男子

１ 「キレる」という状態に至った原因や背景

Ｇ男にしてみれば，自分が考えた練習を変えなければならなかったことに我慢でき

なかったと思われる。また，Ｇ男への指示の出し方も修正する必要があると思われ

る。

ところで，Ｇ男は，これ以外にも小さな「キレる」状態をおこしていた。遠因とし

ては，家庭内でやや暴力的雰囲気のある養育環境がＧ男に影響を与えていると思われ

る。

２ 予兆と思われる言動

Ｇ男は，乱暴な行動が目につき，怒りっぽく，いつも不平不満をもっているようだ

った。（なお，落ち着いた場面では，人の話をしっかり聞くことができ，責任感のあ

る生徒である）

３ 「キレた」という状態の概要

部活顧問は，部活動の練習中に，地区大会の数日前で時間が少ないため練習内容の

変更をＧ男に伝えて，次の練習に移るように指示した。その際，Ｇ男は大声を張り上

げ激しく興奮して持っていた部活道具を指示した顧問に投げつけ，つかみかかった。

もみ合いになったが双方けがはなかった。

顧問が何度か練習変更を指示したが，Ｇ男は自分の練習に夢中になっていた。そこ

で，顧問が「指示されたことをきちんとやれ」と強く言ったことがきっかけである。

Ｇ男の行為に対して顧問も大きな声で叱責したため，大声が練習場に響いた。Ｇ男

は我に返り，練習場を飛び出しそのまま下校した。

４ その後の「キレた」子どもへの対処状況

顧問は，担任にすぐ報告し，翌日，Ｇ男，保護者と担任，顧問がそれぞれ面談し，

事情をお互いに確認して，今後は二度と同じ事態を起こさないことを約束した。ま

た，本人の部活動に対する熱意や一生懸命さはほめ，感情を爆発させたり暴力的な言

動をすることを強く戒めた。今後の成長を期待していることも言い添えた。

その後は部活動や学習の場面で意識してその生徒をほめるようにし，責任を持たせ

て活躍の場を設定した。Ｇ男は大変意欲的に活動し，部活動でもリーダーとしての役

目を全うした。

また，Ｇ男が家庭で安心して過ごせるように，家庭と連絡を取る際は母親に伝える

ようにするなどの配慮をした。



- 43 -

〔事例６の考察〕

部活顧問と担任とのチーム対応

本事例では，Ｇ男が「キレた」後，部活動顧問がすぐに担任に状況を報告しています。

翌日には，顧問と担任が一緒にＧ男とその保護者に会って事情説明しＧ男の今後について

相談しています。顧問は，この機会に，担任から学級での生活や学習の様子などについて

聞き，Ｇ男は，落ち着いた場面では，人の話をしっかり聞くことができ，また，責任感の

ある生徒だということを知りました。

顧問だけとの面談であれば，部活動の場面で同様なことは起きないかも知れません。し

かし，これまでも，小さな「キレる」状態はあったということから，この感情の爆発はた

またま部活動の場面だったと考えられます。Ｇ男にかかわる顧問と担任が，Ｇ男の情報を

共有化して，チーム対応することが効果的な対応となります。

いいところを認めて，それを生かせる場を増やしていく

顧問と担任は，「本人の成長」を願いつつ面談を行っています。もちろん，Ｇ男の行っ

た行為に対しては厳しく指導しましたが，本人の人格は尊重して，本来もっている人間的

なよさをほめるようにしています。

「人格は尊重し，悪い行為については厳しく指導する」というのが生徒指導の鉄則です。

顧問と担任は，Ｇ男は，今まで学習や諸活動で活躍の場があまりなかった生徒であるこ

と，また，一生懸命に物事に取り組む姿勢をもっていることから，よい点を評価して責任

ある役割を与えることを確認し合いました。

教師が生徒のいい面を意識的に見つけ出し，それを生かせる場面を与えてやることで，

生徒は達成感や成就感をもつことができます。さらに，その成功体験から自己評価が高ま

り，自尊感情も高まっていくと思われます。

教師の一貫した支持的態度

やや暴力的雰囲気のある家庭でＧ男と父親との関係性にも目を向け，本人が少しでも心

が安らぐことができるように，家庭への連絡は母親にするようにするなどの配慮をしてい

ます。担任がそうすることで，Ｇ男は担任に信頼感をもつようになりました。

また，担任は小さなトラブルが起きたときは，Ｇ男の話を聞く時間を確保し，感情を受

け入れつつも，不適切な行動についての他への影響などについて考えさせることを繰り返

しました。人間的つながりを大切にした，根気のいる指導を貫くことで，がまん強さも徐

々に身に付いていきました。

教師が一貫した支持的態度で生徒に接することで，以前のように反抗的な態度や「キレ

る」ことも少なくなりました。
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Ⅳ 成果と課題

１ 成果

提案プログラムの有効性の確認

２時間扱いの学習プログラムを調査研究協力校で実施し，そのプログラムについて，児

童生徒と教師による授業評価やアンケートで検証しました。その結果，提案プログラムは，

「怒りの感情を知り，それをコントロールしよう」というねらいに迫ったものであったこ

とがわかりました。プログラム実施後は，多くの児童生徒が行動を変えていこうとする意

欲をもちました。

すべての児童生徒を対象に，すべての教師が取り組める学習プログラムの再提案

児童生徒の多くが「キレそう」になった，「キレた」ことがある経験者です。また，人

間として怒りや不満を抱き，時には感情を爆発させることは自然なことです。

このようなことから，学級担任がクラス全員の児童生徒を対象に，必要最小限の準備と

時間で行えることを意図して，焦点化した学習プログラムを提案しました。

なお，学習プログラム実施前後の授業者や授業参観教職員の意見をもとに，見直し・改

善を図り，より一層教師が使いやすく児童生徒に役立つ学習プログラムを再提案しました。

参考となる実践事例の提示

多くの先生方の協力を得て事例を集めることができました。すべて過去の事例であり，

現在「キレる」児童生徒の対応に苦慮している先生方に役立ててもらいたいという意図が

感じられました。事例からは「キレる」児童生徒の見方や対処の工夫が読みとれます。

そのような事例提供者の意図を汲みながら，事例から学ぶべき点を「考察」にまとめま

した。

２ 課題

高校生版学習プログラム

高等学校については，２事例を提示できましたが，提案プログラムは小・中学校の取り

組みとなっています。高等学校でもプログラムの内容とその指導過程は活用できると考え

ていますが，高校生向けプログラムについて学習シート等検討していく必要があります。

提案プログラムの学校での実践

有効性が確認された学習プログラムを，各学校の実践に結び付けたいと考えています。

研修講座での活用や，たより・ホームページでの広報などによって研究内容の周知を図り

理解を促進して，教職員が意欲的に取り組めるよう支援していく必要があります。
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別資料

【①検証授業 指導案 小－１】 小学校・１時間目＜自分の怒りの感情について知ろう＞

目 標 ・ 怒りの感情は誰でも持っており，感じ方や表出方法はそれぞれちがうことを知る。
・ 自分の怒りの特徴（対象，程度，状況，表出方法）について知る。

学習活動 予想される児童の反応 指導上の留意点

＜導入＞
１ 「ななちゃん，どうした ・この顔は・・・なときの顔だ ・①～⑮の表情から，いくつかを選び，そ．

の？」の絵を見て，そのと なあ。 のときの気持ちやそのときの行動を言語
きの気持ちや行動などにつ ・この顔のときは・・・なこと 化させる （②，④を除く）。
いて考える。 をするなあ。 ・同じ番号なのに，気持ちが異なるなど，

・同じ顔なのに，感じ方は人に やりとりのなかから人による受け止め方
よってがちがうなあ。 の差を感じさせたりする。

・思ったよりも，たくさんの表 ・誰にでもさまざまな感情があることを押
情や感情があるんだなあ。 さえ，否定しない。

・この中から・・・くらいは，
経験したことがあるなあ。

＜展開＞ ・②を提示する。
２．怒りについて話し合う。

みなさんはこんな顔になったときはありますか。どんな
ときですか。また，そのときにどんなことを言ったり，ど
んなことをしたりしているか考えてみましょう。 ・素直に話し合いができる雰囲気づくりを

心がける。
・こんな顔のときもあるなあ。 ・ 怒り」の感情は誰にでもあること，決「
・昨日怒って文句を言ったよ。 して悪いことではないことを押さえる。
・怒ったときは友だちをたたい ・言語化させたり，他の人との受け止め方

たこともあるなあ。 の差を感じさせる。
・もっとひどいときもあるよ。

３．怒りの度合いと対象や表 ・４枚の絵を提示する。
出方法について考える。 ア 普通の顔

イ 少し怒った顔
「いかり」にはいろいろあることがわかりましたが，自 ウ 怒った顔

分のことについてもっとくわしく知りましょう。 エ 完全に怒った顔
怒りの度合いを，顔の表情にそって，わ

・学習シートに記入する。 かりやすく例示する。
・対象や表出方法に目を向けさせ，実際に

あったことを書かせる （ない場合は，。
予想で ）。

４．全体で話し合う。 ・怒ることって案外多いなあ。 ・自分の怒りについて気付いたことや感想
・感想や気付きの発表 ・相手はいつも同じだなあ。 を自由に発表させる。

・一人一人感じ方や表出方法がちがってい
・怒りを表出した結果につ いことを伝える。

いての話し合い
・ウやエなどから，怒りを表出すると相手

「いかり」が爆発すると，相手はどう思うかな？自分は はどう思うか，自分はどんな気持ちにな
どんな感じになるかな？ るかなどを考えさせ，互いに不快な思い

をすることに気付かせる。
・相手は困るだろうな。迷惑を ・快を感じる子どもの意見も否定しない。

かけるなあ。 ・自分も相手もいやな思いをしないように
・自分は失敗した感じで落ち込 することが大切であることを伝える。

むなあ。 ・自分の怒りの表出方法を知ることが怒り
・相手はいやだけど，自分はす のコントロールにつながることを伝え

っきりするなあ。 る。

＜まとめ＞
５．振り返りシートに記入す ・正直に記入するように伝える。

る。
６．次時の予告を聞く。 ・次時は怒りをコントロールする方法につ

いて学習することを予告する。
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【①検証授業 指導案 小－２】 小学校・２時間目＜怒りの感情をコントロールしよう＞

目 標 ・ 怒りの感情をコントロールするための自分に適した方法を知る。
・ 相手に対して，自分の気持ちを適切に伝えるための表現方法を身に付ける。

学習活動 予想される児童の反応 指導上の留意点

＜導入＞
１．課題場面を知る。

・前時の授業を受けて，怒りのコントロー
どうしても読みたかった本を読んでいたら，弟が「遊 ル方法について学習することを伝えたう

ぼうよ，遊ぼうよ」としつこくつきまとってきました。 えで，課題場面を提示する。

だんだんイライラしてきました。 ・日常の生活で似たような経験を想起させ
る。また，その時の様子についても話を

させる。

＜展開＞

２．怒りをコントロールする
方法を考え，話し合う。

・少人数で話し合うなど，思い付いたこと

どうしたらイライラを爆発させずに，うまくおさめるこ を自由に発表させる。
とができるでしょうか。自分で自分にかける『おまじない ・事前アンケートの結果からいくつかを紹

の方法』を考えましょう。 介する。
・でてきたもののなかから，使えそうなも

・全体で発表する のを絞り込む。

・やり方を知るなどして， ・深呼吸，カウント，自己会話などはやり
効果的なものを考える 方について説明する。

３ 自分に適した方法を考え ・これがよさそうだ。 ・一人一人ちがっていいことを確認する。． ，

一人で試してみる。 ・効き目がありそうだけど，む ・場面にそった台本を用意し，途中から自

ずかしいなあ。 分なりに演じさせる。
・うまくいきそうだ。使えそう ・細かいところまでは気にしなくてもいい

だなあ。 こと，自分なりのやり方でいいことを伝

・他のも試してみよう。 える。

４．自分の気持ちをどのよう
に相手に伝えるかを考える。

・相手を傷つけずに自分の気持ちを伝える

『おまじないの方法』のおかげで，自分のなかでの「い 方法を考えさせる。
かり はおさまりました さて 弟には 何と言いますか ・ アイ・メッセージ（私発言葉 」で自」 。 ， ， 。 「 ）

相手にうまく自分の気持ちを伝えるための まほうの言葉 分の気持ちを伝えることの有効性を紹介『 』
を考えましょう。 する （さらに，相手に対する理にかな。

った別の提案があればお互いに納得でき

・全体で話し合う ・むずかしいなあ。まほうの言 ることを知らせる ）。
・ 自分の気持ち を伝え 葉なんてないんじゃない。 ・どんな言い方をするか一人で練習させる。「 」 ，

「相手に対するお願い」 ・いいことを知ったなあ。むず

をすればいいことを知る かしいけど，やってみよう。。

５．課題場面について，二人 ・二人一組になって交互にやってみる。
一組になってロールプレイ ・お互いに役割を果たせるように十分に時

をする。 間を確保する。

・ロールの前後で役割を確認したり，解い
『おまじないの方法』と『まほうの言葉』を使って，実 たりする。

， 。際に練習してみましょう。 ・時間があれば 他の場面も設定してみる
・うまくできているところを全体に紹介す

る。

・今後の実生活に生かしてみるように助言
する。

＜まとめ＞
６．振り返りシートに記入す ・正直に記入するように伝える。

る。
７．おまじない日記について ・おまじない日記を利用して，実生活で活

確認する。 用するように促す。
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【①検証授業 指導案 中－１】 中学校・１時間目＜自分の怒りの感情について知ろう＞

目 標 ・ 怒りの感情は誰でも持っており，感じ方や表出方法はそれぞれちがうことを知る。

・ 自分の怒りの特徴（対象，程度，状況，表出方法）について知る。

学習活動 予想される生徒の反応 指導上の留意点

＜導入＞

１ 「ななちゃん，どうした ・今の気分は・・・。 ・やりとりのなかから，怒りの表情を取り．

の？」を見て，今の気分を ・この顔は・・・なときの顔だ 上げ，経験を想起させたり，受け止め方

考える。 なあ。 の差を感じさせたりする。

・同じ顔なのに，感じ方は人に ・ 怒りの感情は誰にでもあることを押さえ，

よってがちがうなあ。 否定しない。

・思ったよりも，たくさんの表

情や感情があるんだなあ。

＜展開＞

２ 「怒りの温度計」を記入．

する。 ・目安となる温度とその時の状態や感情を

わかりやすく例示する。

これから，自分の怒りについて考えます。 ・実際にあったことを書かせる。

， 。自分はどんなときに，どのくらい怒るか，また，そのと ない場合は 予想されることを書かせる

きどんな態度になるのか思い出してシートに書きましょ ・自由に書かせるが，残酷な標記等があっ

う。 た場合やふざけた内容については個別に

事情を聞き取るなどの支援をする。

３．グループ内で話し合う。 ・いろいろあるんだなあ。 ・発表を聞く際は，最後まで黙って聞く，

・各自の発表，感想 ・人によってちがうんだなあ。 否定しないことを約束する。

・気付きの話し合い ・この温度のときはみんな似て ・発表が一巡したら，それぞれが述べた感

いるなあ。 想や気付いたことを，温度ごと，表現方

・怒る相手は家族が多いなあ。 法ごとなどに整理しながらまとめさせ

・友だちといるとリラックスで る。

きるなあ。

４．全体で話し合う。 ・似ていることもあるけど，ち ・各班から気付いたことを簡単に発表させ

・各班からの発表 がうことが多いなあ。 る。

・気付いたことの発表 ・同じ温度でも，感じ方や怒り ・全体に共通していることや一人一人ちが

・怒りの表出結果について 方は一人一人ちがうんだなあ。 っていることに目を向けさせる。

の話し合い ・怒っても結局自分にいいこと ・同じ出来事でも感じ方や表出方法にちが

はないなあ。 いがあることを押さえる。

， ，・怒ると周りの人は困るよね。 ・怒りの表出の結果 自分の不利益になり

・怒らずに済ませるいい方法が 周りの人にも悪影響を与えることに気付

あるといいね。 かせる。

・怒るのも仕方ないよ。

・がまんせずに，もっと怒った

方がいいと思う。

５．先生の話を聞く。 ・怒りは様々で，一人一人感じ方や表出方

法がちがうこと，自分の怒りのパターン

を知ることが怒りのコントロールにつな

がることを伝える。

＜まとめ＞

６．振り返りシートに記入す ・正直に記入するように伝える。

る。

７．次時の予告を聞く。 ・次時は怒りをコントロールする方法につ

いて学習することを予告する。
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【①検証授業 指導案 中－２】 中学校・２時間目＜怒りの感情をコントロールしよう＞

目 標 ・ 怒りの感情をコントロールするための自分に適した方法を知る。

学習活動 予想される生徒の反応 指導上の留意点

＜導入＞

１．事前アンケートの結果に ・いろいろな方法があるんだな ・事前アンケートのⅡ－２・怒りをがまん

ついて知る。 あ。 する方法についての記入例を紹介する。

・この方法だったらうまくいき

そうだなあ。

・同じ人が思ったより多いなあ。

＜展開＞

２．怒りをコントロールする

ための自分に適した方法を

考える。 ・シートの順番に添って，出来事とその時

の行動，今後の解決方法を記入させる。

最近，怒りが爆発した（爆発しそうになった）ときのこ ・自分に適した方法を２～３くらい考えさ

とを思い出してみましょう。 せる。

そのときどうしたのか，今度似たようなときに，怒りを ・思い浮かばない生徒には，アンケート結

爆発させずに済む（怒りをコントロールする）ための解決 果を参考にさせる。

法を考えてみましょう。 ・ヒントとして，深呼吸，カウント，自己

会話などについて説明する。

・一人一人ちがっていいことを確認する。

３．自分で考えた方法を一人 ・これがよさそうだ。 ・細かいところまでは気にしなくてもいい

で試して，効果的な順番に ・効き目がありそうだけど，ど こと，自分なりのやり方でいいことを伝

ならべる。 うやるんだろうか。 える。

・むずかしいなあ。

４．自分で考えた方法でロー ・むずかしい。 ・状況を説明してから，二人一組になって

ルプレイングしてみる。 ・うまくいきそうだ。使えそう 交互にやってみる。

だ。 ・効果的と思われることから順番にやって

・他のも試してみよう。 みる。

・一つの方法にとらわれなくともいいこと

を伝える。

・お互いに役割を果たせるように十分に時

間を確保する。

・ロールの前後で役割を確認したり，解い

たりする。

５．全体でわかち合う。 ・うまくできているところを全体に紹介す

る。

・今後の実生活に生かしてみるように助言

する

＜まとめ＞

６．振り返りシートに記入す ・正直に記入するように伝える。

る。 ・実際の生活で活用してみるように促す。
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【②学習シート】

ななちゃん，どうしたの？

① ② ③ ④

⑤ ⑥ ⑦ ⑧

⑨ ⑩ ⑪ ⑫

⑬ ⑭ ⑮
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【②学習シート】

怒りの温度計・スペシャルバージョン
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「おまじないのほうほう」と「まほうのことば」をべんきょう

して，役に立ったかな？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

おまじない日記 
 

名前（                    ） 

 

【②学習シート】

おまじない日記

このじゅん番を わすれないで つかってみよう。

つかったら， 日記にも 書いておこう。

こうか
つかった日 どんなとき

◎○△

月 日（ ）

月 日（ ）

月 日（ ）

 

３
年
生
の 

み
な
さ
ん
へ 

 

①イライラ 

ムカムカ 

 

 

 ②おまじない 

 ③まほうのことば 

（かいけつ） 
 



- 52 -

【③検証授業記録】中学校２学級分（残り１学級は本文p13以降に掲載）

中学校①組 １時間目

時間 Ｔ：教師の動き，発言，問いかけ → Ｃ：生徒の発言，反応場面

００ １ Ｔ 先日は自分がキレやすいかなぁと考えてもらいました。もしかしたらこの中にキレやすい人
がいないかなぁと思いましたか？
「頭にくる 「キレる」という感じは「怒り」といわれるものです。」，
今日のこの時間は「怒り」について学んでみたいと思います。

０３ Ｔ 今，女の子の顔が描かれているプリントを渡します。
１５種類の顔がついています。その１５種類の表情を見て，自分だったらこんな顔の時，こ

んな気持であるということを，それぞれの吹き出しに書いてみてください。
順番はどの顔から書いてもいいです。

板書 「いかり」

Ｃ１ ひらがなで書いてもいいですか？ Ｔ いいですよ。
Ｃ２ ①と⑭の違いはあるのかなぁ？ Ｔ フラッシュしている違いかな。
Ｃ３ ④は怒っていると考えていいの。
Ｃ４ ①はかわいい。
Ｃ５ ⑬はずかしいなぁ。
Ｃ６ ⑥はなんだろう。

０９ Ｔ もう２分くらいで，がんばってかけるところまで書いてください。
Ｔ もう書き上げている人は，感情豊かな人かもしれませんね。
Ｔ 書いた人は互いに交換してもいいよ （何人か互いに見せ合う）。
Ｔ 人の名前を入れてもいいよ。
Ｃ７ 何にする。
Ｃ８ ケンタッキーと入れようかな。

１４ ２ Ｔ ここでいったん作業をうち切ります。
たくさん書けた人は，普段から感情が豊かな人かもしませんね。

Ｔ その絵の中で①から⑮までの中で，一番体温が上がるのはどれだと思う。
Ｃ９ ⑪と⑥。
Ｔ カーっとなっている時は体温が上がると思うが・・・怒っている時だよね。
Ｃ11 血圧が上がるから体温が上がるのではないかな。

１６ 板書 いかりの温度計

Ｔ ④と⑥とか一日一回はそんな感情をもつ時があるかもしれない。
Ｔ １５通りのうち，どんなときが一番体温があがっているのかな。
Ｔ ②，④，⑥のときのような怒りのとき，自分のことを分析してみましょう。

Ｔ 例えば，昼休みの時間，ドッジボール遊びに参加できない時は少し寂しいとか。そんなとき
自分の怒りの程度はどうなのか。少し怒っているになるかな。

１９ Ｔ どんなとき怒りの感情が沸騰するのかな？
Ｃ12 最高潮に行かない時はどうしよう。
Ｔ Ｍａｘまで行かない場合と考えよう。
Ｃ13 とても怒っている時の温度を４０℃にしてもよいかな。
Ｃ14 先生怒っている時，その度合いがわからない。
Ｃ15 普通というのはどんな場合？
Ｔ 怒ってない時としよう。
Ｃ16 具体的に書くの？
Ｔ どんな場面で怒っていると感じるか書いてほしい。
Ｔ 普通という時はリラックスしている時かもしれない。
Ｃ17 実名を出していいの。
Ｔ 実名も出てきたか。
Ｃ18 「おばあちゃん 「マミィーに起こられた時」」，

２５ ３ Ｔ それではしっかり書けた人や書き足りなかった人もいるかもしれないけど，個々で，グルー
プを作ってください。
（５～６人編成で６班に分かれる）
２枚目のプリントに怒りの程度を書き込んだと思うが 「自分はこの温度の時にこのように，

怒っていいます」とグループ内で紹介してください。ただし，発表する人に，決してチャチャ
を入れないこと。他の人は聞くだけです。

板書 グループ討議
① 誰に対しておこるか。
② どんなときにおこるのか。
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３２ Ｔ 一通り発表が終わったと思うので 「何々班」という用紙に 「誰に対しておこるのか ，， ， 」
「どんなときにおこるのか」を，各班の人が書いた事柄をまとめてください。

Ｃ19 書いていることがバラバラの時はどうまとめよう。
Ｔ バラバラの時は多数決にしよう。
Ｃ20 兄弟に対してと書いておけばよいかも。

（机間巡視しながら）
３７ Ｔ ①と②の意見はどうかな？

生徒のまとめ
① 友だち 親 先生
② シカトされたととき 部活動中 ケータイをとられたとき

(4)

３９ ５ Ｔ 時間もなくなってきたので机を元に戻してください。
（生徒は机を元に戻す）

Ｔ グループのまとめのプリントを集めます。
（ ） ，「 」，「 」，「 」４０ Ｔ 集めたプリントを見ながら 誰に対して怒ることが多いかは 家族 友だち 先生

のようですね。
遠く離れている人に対して怒る人はいませんよね。やはり，毎日顔を合わせている人に対し

て頭にくること多いですね。
Ｔ それじゃあ，カチンとくるときどうしますか。
Ｃ21 自分を抑える。
Ｔ 「頭にくる」とか 「カチンとくる」こと，それ自体は悪いことではないのです。実は，そ，

の気持ちの出し方が問題なのです。
今日みんなが書いてくれたことは，ごく自然の気持ちだと思います。

４４ ６ Ｔ （振り返りシートを生徒に配布して）
シート①の方を書いてください （①と②が両面に印刷されている）。
シート②は明日使います。
１～５のどれかに○をつけてください。
最後の自由記述は，今日感じたことを何でもいいので書いてください。
それでは終わりましょう。

中学校①組 ２時間目

時間 Ｔ：教師の動き，発言，問いかけ → Ｃ：生徒の発言，反応場面

００ １ Ｔ 昨日は「怒る」という感情は誰にもあることで，決して我慢することでもなく，ごく普通に
誰でもがもつ感情であることを学びました。
（黒板に絵を描く）

板書 頭に血が上ったとき，カーッとなったとき，怒ったと感じたと
き，みんなはどうするかな？

絵に書き込んでみようか。

Ｃ１ キレる Ｃ2 叫ぶ Ｃ3 抑える Ｃ4 物に当たる

０３ ２ Ｔ キレそうになったときどう対応するか。みんなからのアンケートの中で多かったのは 「落，
ち着いて・・・」などと心の中でつぶやくと書いたのが多かったようですね。
たとえば先生だと「まぁいいか」と心の中でつぶやいたりします。

Ｔ 他にはこんな方法もあげていました。
「ゆっくり10まで数える 「目を閉じてゆっくり数える 「ゆっくりと深呼吸する」」， 」，

Ｃ５ できない。
Ｃ６ 怒りが前に出ているからとめられない。

Ｔ 今日は怒りのタンクが一杯になったときどうするか考えてみよう。
Ｃ６ 物に当たる。
Ｔ 自分が人に当たれば気持ちがすっきりしなかったり，物に当たれば自分がけがをしたりしま

すよね。
Ｔ それではこれからみんなに怒ってもらいます。たとえば黒板にこのような場面を示します。

（黒板に場面を書いた紙を貼り出す）

０７ Ｔ 自分はがんばったと思ってテストをお母さんに見せたら，もっとがんばれといわれたとき，
自分はどう感じるか，その状況を考えてみてください。

例えばこんなとき・・・・・・・・・・

Ｃ７ それ以前の問題かも。 Ｃ８ それは自覚しているからしょうがない。
（プリント配布）

Ｔ 誰かお母さん役をやってください。
（先生がプリントに書いてある例を読み上げる）

Ｃ９ この親，やばいよ。 Ｃ10 うちの母さんを訴える。
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１０ Ｔ 母役は言いたい放題だからいいと思うけど，子ども役は無言で「・・・」だからどんな気持
ちになるかな。
女優役，男優役，誰でもいいからペアになってください。近くの人で見つからない場合は，

誰かはなれた相手を見つけてやってください。
（生徒はそれぞれに台本を読む）

Ｃ11 お母さん信じてよ。点数がこれぽっちなのは，あなたの教育が悪いのよ。
（台本を読んだ後で，生徒はまとめを書く）

２２ ３ Ｔ それでは自分の席に戻ってください。
Ｃ12 この例じゃ頭にこないよ。
Ｃ13 こんな場面では言えないかも。
Ｔ この方法で，頭にきた人の体温が実際に下がるか試してみよう。
Ｃ14 そんなことじゃ頭にこないな。
Ｔ この例では頭にこないかもしれないけど，実際怒ったときのことを考えてみよう。先生がも

う一度プリントを読んでみよう。
Ｔ （黒板に紙を貼る）今度怒った時にどうするか考えよう。

Ｔ 頭に血が上ってきたところで，自分の心の中で「落ち着いて 「がまん，がまん」とか言っ」，
てみる。 落ち着いた？

落ち着いて心の中でつぶやいてみる

Ｃ15 微妙。

Ｔ （別の方法を書いた紙を黒板に掲示）

ゆっくりと10かぞえてみる

Ｔ キレそうになったら，ゆっくり心の中で１から１０まで数える方法もあるよ。
Ｃ16 たぶん思いっきりおこった時は，そんなことは考えられないかもしれない。
Ｔ 例えば１０数える間，１０秒ぐらい時間をとれるよね。時間を置くというのも怒りを抑える

のに大事じゃないかな。

２７ Ｔ 深呼吸をすることも大事なことかもしれませんね。

深呼吸
１，２，３で鼻からゆっくり息を吸う。
４，５，６で息を止める。
７，８，９，１０でゆっくり息をはく。

Ｔ ちょっとやってみよう。
全員立って。へそのところに手をやって，ゆっくり息を吸って，そして吐いてみよう。

Ｃ17 鼻が詰まっているかもしれない。
Ｃ18 鼻から吸うの？ 口から出すの？

（生徒は全員起立して，それぞれに深呼吸を始める）
Ｔ いろんな方法があるかもしれないけど，これもいい方法かもしれませんね。

。 ， ， ， ， ， ， ， ， ， 。もう１回 １ ２ ３で吸って ４ ５ ６で止めて ７ ８ ９ １０でゆっくり吐いて
Ｃ19 ８で終わってしまった。

３２ Ｔ 実際これをやると気持ちが落ち着くね。緊張を抑えるとか，怒りを抑える時にこれを使えば(4)

いいと思います。
Ｔ 自分ではどんな方法で怒りを抑えるか書いてみよう。
Ｃ20 無かったらどうしよう。
Ｔ 無かったら今やった方法でどれがいいか書いてもいいよ。

Ｔ 何かぼったくられた時とか。スピード違反で捕まった時とか （これは先生の経験談 。実は。 ）
このとき，自分に怒ってしまった。あまり情けなくて・・・。

Ｃ21 何キロ出した。
Ｃ22 パトカーが前に走っていたとわかっていたの？
Ｃ23 別のところに連れて行かれた？
Ｃ24 先生，違反した人がパトカーに連れられてから，その後で「すみません」といって降りてき

たけど，その後で「クソッ」と言っていた。

，「 」，「 」，「 」 ，５ Ｔ 怒りを抑える方法として つぶやき テン・カウウント 深呼吸 を試してみたけど
同じようにプリントにまとめてください。
（机間指導）

Ｔ 小さい怒りはよくあるかもしれないな。
Ｃ25 ちっちゃな怒りは書かなくてもいいの。フタが開かない。糸が通せない。

「 」 ， 。Ｔ 自分は車の中で 気にしない と大声で言ったり 音楽を聴きながら大声で歌ったりします
Ｃ26 怒られた時相手の意見も聞くけど，自分の意見も聞いてもらう。そうすると，ますます相手
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を怒らせてしまうこともある。
Ｃ27 タオルを口に当てて声を出す。

３８ Ｔ 他に何か方法はないかな。
・音楽を聴くとか。
・別の楽しいことを考えるとか。自分がディズニーランドへ行ったとか。
・その場を離れるとか。

Ｃ28 「天城越え」を歌う。吉幾三の歌も。
Ｃ29 前向きな歌を歌う。
Ｃ30 ３億円当たった時のことを考える。
Ｃ31 外へ行く。

Ｔ 物にあたったり人にあたったりしないで，その場を離れると気持ちがおさまることがあるよ
ね。自分の気持ちは何となく「もやっ」としているけど，離れることで気持がおさまるような
気がします。

Ｃ32 自分は山にこもる。
Ｃ33 でも，また戻ってくる時どんな感じがするかな？

（振り返りシートを配布）
４２ ６ Ｔ 昨日と今日怒りについていろんなことを考えたけど，周りにぶつけることはよくないことな

ので，そのようなことがないようにいろいろ学習しました。
今渡したシートに答えてください。最後のほうは何でもいいから書いてください。

Ｃ34 先生，何ですぐ怒る人はカルシウムがたりないと言われているの？
Ｔ あまり関係ないと思うよ。
Ｃ35 煮干しがいいと思うな。

４５ Ｔ 栄養があるからね。
それじゃ，用紙を集めてください。

中学校②組 １時間目

時間 Ｔ：教師の動き，発言，問いかけ → Ｃ：生徒の発言，反応場面

００ １ Ｔ （板書）自分の について知ろう
何について知ろうですか → Ｃ（全員） 怒り
（板書）喜怒哀楽
という言葉もありますが，今日は感情について勉強したいと思います。

０３ Ｔ 『ななちゃん，どうしたの？』のプリントを配布
いろいろな感情がありますが，一つ一つ見ていきたいと思います。
①は？ → Ｃ１ ＨＡＰＰＹ！
どんな思いがあるのか，②～⑮までそれぞれにコメントを書いてください。

１１ Ｔ それでは確認しましょう。
②は？→Ｃ２ おこっている Ｃ３ プンプン Ｃ４ 笑って見える可能性あり
③は？→Ｃ５ すっぱい Ｃ６ はずかしい
④は？→Ｃ７ 娘はやらん Ｔ ちょっとおこっていますね
⑤は？→Ｃ８ 知らん Ｔ 「なんだろう」ですかね
⑥は？→Ｃ９ 痛い Ｔ 泣き叫んでいますね
⑦は？→Ｃ10 泣いている

Ｃ11 だって女の子だもん Ｔ 落ち込んでいますね
⑧は？→Ｃ12 まぁ Ｔ 英語では「オゥ」ですね
⑨は？→Ｃ13 にやにや Ｔ 「やった」かな
⑩は？→Ｃ14 悲しい Ｃ15 この映画泣けるぜ
⑪は？→Ｃ16 ときめいている
⑫は？→Ｃ17 にくいはあの女 Ｔ くやしいのかな
⑬は？→Ｃ18 心配 Ｔ どうなのかな
⑭は？→Ｃ19 にへにへ Ｔ にこやかですね
⑮は？→Ｃ20 感動

１５ Ｔ 友だちのシートを見てください。
自分と同じですか。 人とちがうことがわかったと思います。
怒りは何番ですか → Ｃ21 ②です。 Ｃ22 ④もです。

Ｃ23 ⑥もです （Ｃ え～ ）。
人によって，見方や感じ方はちがっていいのですよ。

１８ ２ Ｔ 今度はみなさん自身の怒りについて，考えてみましょう。
ワークシートは「怒りの温度計」です。
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４０℃はリラックスしている状態，気持ちよくお風呂に入っている状態です。
６０℃は宿題を忘れて先生に怒られたときのように，少し怒っている状態です。
８０℃は Ｃ24 むかついた Ｔ そうですね。きっと人から携帯のメールを見られたよう

な状態です。
１００℃は怒って，怒ってどうにもならない状態です。
それでは，具体的にどんな場面か書いてください。

２５ ３ Ｔ それでは，グループで話し合いをしてもらいます。
気づいたことをまとめて，紙に書いてもらいます。
生活班（６人組）になってください。班長さんは紙を取りに来てください。
注意点は

①人の話は最後まで聞いてください （一人一人の意見を大切にしてください）。
②みんなの発表を聞いて，気づいたことを簡単にまとめてください。

（グループごとに黒板に紙を貼りに来る）

３５ ４ Ｔ グループでまとめたことを発表してもらいます。
１班：親（家の人）に関することが多い。
２班：人に殴られたとき，いやなことをされたとき，チカシーかったとき
３班：キレる人もいればキレない人もいる，シカトされたとき
４班：人によって感じ方がちがう
５班：いやなことをされたときに怒る
６班：悪口やシカトをされると怒る

３８ Ｔ 大きく分けると二つの考えがでてきました。
一つは，いやなことをされるとおこる。
二つは，人によって怒りの度合い，感じ方がちがう。ということですね。

４２ ５ Ｔ いやなことをされたとき，怒る（発散させる）とき，まわりの人にいい影響を与えますか。
（挙手させる）

Ｃ いい影響を与える ０人
いい影響を与えない 約半数

Ｔ 自分の怒りを知ることが，コントロールする手立てにつながると思います。
４４ ６ Ｔ 振り返りシートに記入しましょう。

中学校②組 ２時間目

時間 Ｔ：教師の動き，発言，問いかけ → Ｃ：生徒の発言，反応場面

００ １ Ｔ 昨日学習したことの確認
昨日は一人一人の怒りについて学習しましたね。
例えば， （班でまとめた用紙の掲示）

どんなときに怒るかというと 嫌なことをされたとき
気づいたことは 人によって怒りの感じ方がちがう
それから 親（家の人）に関することが多い

０５ ２ Ｔ 今日は怒りをコントロールすることについて学習します。
（板書） 怒りをコントロールしよう

事前のアンケートを覚えていますか → Ｃ１ 覚えていない
それではみなさんの意見を紹介します。
・ 好きなことを思う
・ 他の人と話をする（気持ちをまぎらわす）
・ おどる
・ （一番多かったのは）音楽を聴く
・ （大人的なの意見として）怒ったときは，周りの人がどのように反応するか考える
・ 深呼吸する

（カードを黒板に掲示）

ゆっくり深呼吸する ゆっくり十まで数える 「落ち着いて・・・」
などと心の中でつぶやく

やったことある人いますか → Ｃ 反応なし

１０ Ｔ 一つ一つ練習してみましょう。
（深呼吸についてのカード提示と解説）

①吸う （１，２，３で） 鼻から吸って・・・
②止める（４，５で） 腹にためる・・・
③吐く （６，７，８，９，10で）少しずつ・・・
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では，私に合わせてやってみましょう。１，２，３・・・・・10
今度は自分でやってみてください。

（他の二つのカードについて解説） → Ｃ２ こんなことしてもむだだ

１３ ３ Ｔ 怒りをコントロールするために，自分にぴったりな方法を探ってみましょう。
（シートの配布と黒板への掲示）

例えばこんなとき
Ａ： 「今日ね，ＰＴＡに行って，テストのことを聞いたんだけどあなた○○さんよ

り，２０点も悪いじゃない。よくもまあ，そんなうれしそうな顔で報告するなん
て，信じられない。お兄さんは，もっと成績がよかったのにねえ！あなたも，も
っとがんばらなきゃだめね 」。

Ｂ： 「・・・・」
Ａ： 「あれ，どうしたの？怒ったの。そんなひまがあったら，もっとしっかり勉強

しなさい。日ごろの努力が大切なんだから 」。
Ｂ： 「・・・・」

どんな感じですか → Ｃ （かなり反応する）
Ｃ３ うぜぇ
Ｃ４ 兄さんも悪い
Ｃ５ カッチーン

今の怒りは何度くらい？（挙手させる） → ４０℃ ０人
６０℃ １人くらい
８０℃ ８人くらい

１００℃ ３人くらい
それでは，Ｂさん「・・・」のところに自分だったらどう言うか書いてください。
セリフができた人は３つの方法で，自分の気持ちが収まるか実際に試してください。

→ Ｃ６ （つぶやき）私そんなんじゃあ無理だあ

２２ Ｔ それでは前を向いてください。
３つのなかから，何がいいか予想をたててみてください。

↓
Ｃ７ どれも無理
Ｃ８ どちらかといえば 「深呼吸」かなあ，

４ Ｔ 一番効き目のありそうなものから順番に試してみましょう。
前後，左右などペアをつくって練習してみましょう。
時間があったら別のやり方でやってみてください。

それぞれ役割が確認できたら始めてください。

（ロープレ）

３０ Ｔ シートの下の欄にまとめてみましょう。

３５ ５ Ｔ 前を向いてください。
， 。温度は８０～１００℃くらいまであがっていましたか さっきより低くなった人はいますか

（挙手を求める） → ２人（ともに男子）挙手
全体に紹介してもらいましょう。

↓
Ｃ９ 「深呼吸」が一番落ち着いた。これからも試してみたい。
Ｃ10 けっこう怒ると思うので，この３つの方法では収まりそうにないと感じた。

Ｔ やってみても変わらなかった人はどれくらいいますか（挙手を求める）
→ ２人くらい（Ｔ もっと多くいたように感じましたが・・・）

３８ Ｔ コントロールの仕方は様々です。人それぞれちがうのはいいのです。自分らしく感じ取って
ください。
自分とうまく付き合うためにもコントロールが必要です。
自分もまわりもＨＡＰＰＹにしてほしいと思います。

４０ ６ Ｔ 振り返りシートに記入しましょう。
昨日のことも思い出してみるといいかもしれませんね。
それでは最後に発表してもらいます。

↓
Ｃ11 怒りのコントロールの仕方を見つけることができたので，よかった。

， ， ，Ｃ12 怒りの授業と聞いたときには どんなことをやるのかわからなくて ワクワクしていたけど
実際に役立ちそうなのでよかった。
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【④再提案プログラム】
小学校： ］第１時間目・指導案 ＜自分の怒りの感情について知ろう＞［ 低学年用

目 標 ・ さまざまな感情について確認し，怒りの感じ方や表出方法はそれぞれちがうことを知る。
・ 自分の怒りの特徴（対象，程度，状況，表出方法）について知る。

時間 学習活動 予想される児童の反応 指導上の留意点

００ ＜導入＞
１．本時の学習内容について ・いろいろな気持ちについて学習す

知る。 ることを伝える。

＜展開＞
２ 『ななちゃん，どうした．

の？』の絵を見て，そのと
きの気持ちや行動などにつ
いて考える。

・①～⑮の表情から，いくつかを選
みなさんはこんな顔になったときはありますか。どんな び，そのときの気持ちやそのとき

ときですか。また，そのときにどんなことを言ったり，ど の行動を言語化させる （②，④。
んなことをしたりしているか考えてみましょう。 を除く）

・同じ番号なのに，気持ちが異なる
・この顔は・・なときだなあ。 など，やりとりのなかから人によ
・この顔のときは・・なことを る受け止め方の差を感じさせたり

するなあ。 する。
・同じ顔なのに，あの人とは気 ・誰にでもさまざまな気持ちがある

持ちはちがうなあ。 ことを押さえ，否定しない。

１５ ３．怒りについて考える。
・②を提示する。

こんな顔のときは，どんなときですか。そのとき，どん ・素直に話し合いができる雰囲気づ
なことを言ったり，どんなことをしたりしていますか。 くりを心がける。

・ 怒り」は誰にでもあること，決「
・怒った顔だ。 して悪いことではないことを押さ
・昨日怒って文句を言ったよ。 える。
・怒ったときは友だちをたたい ・言語化させたり，他の人との受け

たこともあるなあ。 止め方の差を感じさせる。

２０ ４．怒りの度合いと対象や表
・怒りが爆発した顔を提示し，②の出方法について考える。
顔と比較して，怒りの程度のちがい
をわかりやすく示す。「いかり」にはいろいろあることがわかりましたが，自
・いつ，だれと，どんなことで，ど分のことについてもっとくわしくしらべましょう。
うなったかに目を向けさせ，実際に

・学習シートに記入する。 （ない場合あったことを書かせる。
は，未記入とする）

３０ ５．全体で話し合う。 ・思ったよりも，怒ることって ・自分の怒りについて気づいたこと
・感想や気づきの発表 多いなあ。 や感想を自由に発表させる。

・相手はいつも同じだなあ。 ・一人一人感じ方や表出方法がちが
っていいことを伝える。

・怒りを表出した結果につ
いての話し合い

・怒りを表出した結果，自分，相手
「いかり」が爆発したあと，自分はどんな感じになるか はどう思うかを考えさせ，互いに

な？ 相手はどう思うかな？ 不快な思いをすることに気づかせ
る （快を感じる子どもの意見も。

・自分は失敗した感じで落ち込 否定しない ）。
むなあ。後悔するなあ。 ・お互いにいやな思いをしないよう

・相手は困るだろうな。いやだ にすることが大切であることを伝
ろうなあ。 える。

・相手はいやだけど，自分はす
っきりするなあ。

４０ ＜まとめ＞ ・正直に記入するように伝える。
６．振り返りシートに記入す ・次時は怒りをコントロールする方

る。 法について学習することを予告す
７．次時の予告を聞く。 る。
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小学校： ］第２時間目・指導案 ＜怒りの感情をコントロールしよう＞［ 低学年用

目 標 ・ 怒りの感情をコントロールするための自分に適した方法を知り，相手へ適切に気持ちを伝える
ための表現方法を身に付ける。

時間 学習活動 予想される児童の反応 指導上の留意点

００ ＜導入＞
１．課題場面を知る。

・前時の学習を受けて，怒りのコン
トロール方法について学習するこ昨日買ってもらったマンガの本を一生懸命読んでいた
とを伝えたうえで，課題場面を提ら，お兄さんが「貸してよ，貸してよ」としつこく頼んで
示する。きました。まだ読んでいる途中なので，だんだんいらいら

・日常の生活で似たような経験を想してきました。どうしますか？
起させる。また，その時の様子に
ついても話をさせる。

・①断る。②貸す。③困る わから(
ない から選択させる。)

０５ ＜展開＞
２．怒りをコントロールする

方法を考え，話し合う。
・課題場面についてどうするか話し

自分で自分の気持ちを落ち着かせる『おまじない』の方 合いをさせた後，上手に断ればい
法と，相手にうまく自分の気持ちを伝える『まほう』の言 いことを知らせる。

『 』 『 』葉の二つを使えば，上手に断ることができます。 ・ おまじない の方法と まほう
の言葉のなかで，簡単に覚えるこ

・ がまん，がまん」 とができ，効き目があるものを紹・ おまじない』の方法とし『 「
・ 落ち着いて，落ち着いて」 介することを知らせる。て，自己会話について知り， 「

自分に適したものを見つけ ・心の中で 「がまん 「大丈夫」・難しいなあ。 ， 」
る。 など怒りの抑止力となる言葉を考え・これはよさそうだなあ。

させる。

・ まほう』の言葉として， ・相手に対する謝意（ごめんね）『 ・謝意は「ごめんね 「すみま」
謝意＋断り＋自分の気持ち 断りの表明（できないよ）［ ］ せん」

の順で伝えればいいことを知 自分の気持ち（もう10分遊びたい・断りは「だめ 「無理 「で」 」
り，練習してみる。 んだ）の順に例示して，意識的につきません」

なげて言えるように練習させる。・自分の気持ちは「もう少し遊
・なるべく短く，簡単に言えるようびたいんだ 「また今度ね」」
にさせる。「○○ならいいよ」

・三つを順番につなげて言えば
いいんだな。

・ おまじない』と『まほう』を一『
・課題場面を使って練習す ・むずかしいなあ。 連の活動としてできるようにさせ

る。 ・だんだんわかってきたぞ。 る。
・言葉を変えながら，繰り返し練習

させる。

３０ ３．別の場面を使って，ロー
ルプレイする。 ・二人一組になって交互にやってみ

る。
『おまじない』の方法と『まほう』の言葉を使って，実 ・お互いに役割を果たせるように十

際に練習してみましょう （場面は 分に時間を確保する。。 ，「友だちから家に帰
・ロールの前後で役割を確認したりったら遊ぼうと誘われたが，その日はお母さんと買い物に

という設定） 解いたりする。行く約束をしており遊べない 」。
・うまくできているところを全体に

紹介する。
・今後の実生活に生かしてみるよう

に助言する

４０ ＜まとめ＞
４．振り返りシートに記入す ・正直に記入するように伝える。

る。

５．おまじない日記について ・おまじない日記を利用して，実生
確認する。 活で活用するように促す。
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小学校： ］第１時間目・指導案 ＜自分の怒りの感情について知ろう＞［ 中学年用

目 標 ・ 怒りの感情は誰でももっており，感じ方や表出方法はそれぞれちがうことを知る。
・ 自分の怒りの特徴（対象，程度，状況，表出方法）について知る。

時間 学習活動 予想される児童の反応 指導上の留意点

００ ＜導入＞
１ 『ななちゃん，どうした ・この顔は・・・なときの顔だ ・①～⑮の表情から，いくつかを選．

の？』の絵を見て，そのと なあ。 び，そのときの気持ちやそのとき
きの気持ちや行動などにつ ・この顔のときは・・・なこと の行動を言語化させる （②，④。
いて考える。 をするなあ。 を除く）

・同じ顔なのに，感じ方は人に ・同じ番号なのに，気持ちが異なる
よってがちがうなあ。 など，やりとりのなかから，人に

・思ったよりも，たくさんの表 よる受け止め方の差を感じさせ
情や感情があるんだなあ。 る。

・この中から・・・くらいは， ・誰にでもさまざまな感情があるこ
経験したことがあるなあ。 とを押さえ，否定しない。

１５ ＜展開＞
２．怒りについて話し合う。

・②を提示する。
みなさんはこんな顔になったときはありますか。どんな ・素直に話し合いができる雰囲気づ

ときですか。また，そのときにどんなことを言ったり，ど くりを心がける。
んなことをしたりしているか考えてみましょう。 ・ 怒り」の感情は誰にでもあるこ「

と，決して悪いことではないこと
・こんな顔のときもあるなあ。 を押さえる。
・昨日怒って文句を言ったよ。 ・言語化させたり，他の人との受け
・怒ったときは友だちをたたい 止め方の差を感じさせたりする。

たこともあるなあ。
・もっとひどいときもあるよ。

２０ ３．怒りの度合いと対象や表
出方法について考える。

・４枚の絵を提示する。
ア 普通の顔「いかり」にはいろいろあることがわかりましたが，自
イ 少し怒った顔分のことについてもっとくわしく知りましょう。
ウ 怒った顔

・学習シートに記入する。 エ 完全に怒った顔
①出来事や対象 怒りの度合いを，顔の表情にそっ
②自分の行動と気持ち て，わかりやすく例示する。
③まとめ，整理 ・対象も含めて出来事，そのときの

な行動や気持ちに目を向けさせる。（
い場合は，予想で ）。

３０ ４．グループや全体で話し合 ・怒ることって案外多いなあ。 ・最初に，グループで自分の怒りに
う。 ・相手はいつも同じだなあ。 ついて気づいたことや感想を自由
・感想や気づきの発表 に発表させる。

・次に全体で発表し，一人一人感じ
方や表出方法がちがうことを伝え
る。

・怒りを表出した結果につ
いての話し合い

・ウやエなどから，怒りを表出する
「いかり」を爆発させると，相手はどう思うかな？自分 と相手，自分はそれぞれどう思う

はどんな感じになっていくかな？ かを考えさせ，互いに不快になる
ことに気づかせる （快を感じる。

・相手は困るだろうな。迷惑を 子どもを否定しない ）。
かけるなあ。 ・自分も相手もいやな思いをしない

・自分は失敗した感じで落ち込 ようにすることが大切であること
むなあ。 を伝える。

・相手はいやだけど，自分はす ・怒りを知ることがコントロールに
っきりするなあ。 つながることを伝える。

４０ ＜まとめ＞
５．振り返りシートに記入す ・正直に記入するように伝える。

る。 ・次時は怒りをコントロールする方
６．次時の予告を聞く。 法について学習することを予告す

る。
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小学校： ］第２時間目・指導案 ＜怒りの感情をコントロールしよう＞［ 中学年用

目 標 ・ 怒りの感情をコントロールするための自分に適した方法を知る。
・ 相手に対して，自分の気持ちを適切に伝えるための表現方法を身に付ける。

時間 学習活動 予想される児童の反応 指導上の留意点

００ ＜導入＞
１．課題場面を知る。

・前時の学習を受けて，怒りのコン
トロール方法について学習するこどうしても読みたかった本を読んでいたら，弟が「遊ぼ
とを伝えたうえで，課題場面を提うよ，遊ぼうよ」としつこくつきまとってきました。まだ
示する。本を読みたいので，だんだんイライラしてきました。

・日常の生活で似たような経験を想
起させる。また，その時の様子に
ついても話をさせる。

０５ ＜展開＞
２．怒りをコントロールする

方法を考え，話し合う。

どうしたらイライラを爆発させずに，うまく自分の気持
ちを伝えることができるでしょうか。自分で自分にかける
『 』 ，『 』 ，おまじない の方法を考え まほう の言葉を使って
上手に相手へ伝えましょう。

・ おまじない』の方法として，深・ おまじない』の方法に ・これがよさそうだ。『 『
呼吸，自己会話などについて説明すついて知り，試す。 ・効き目がありそうだけど，む
る。ずかしいなあ。
・短時間で気持ちを落ち着かせるの・うまくいきそうだ。使えそう
に適した方法を考えさせ，練習させだなあ。
る。・他のやり方もあるのかなあ。

・ まほう』の言葉について まほう』の言葉として，『 『・
知り ［①謝意 ②意志の表 ①謝意 ごめんね ②意志の表明 断， （ ） （
明③提案］それぞれについて り：ダメなんだ）③提案（代案：そ
言い方を覚え，つなげて言っ のかわり･･）の順で伝えることを知
てみる。 らせる。

・一つ一つの言い方について確認し
た後，つなげて話すように練習させ
る。

・課題場面を使って，二つ ・二人一組になって練習させる。
の方法をまとめて練習す ・ おまじない 『まほう』の順番『 』
る。 に，なるべく短時間で言えるよう

にさせる。

３０ ３．別の課題場面について，
二人一組になってロールプ ・二人一組になり，交互にやってみ
レイをする。 る。

・お互いに役割を果たせるように十
『おまじない』の方法と『まほう』の言葉を使って，実 分に時間を確保する。

際に練習してみましょう （課題場面は ・ロールの前後で役割を確認した。 ，「早く家に帰り
り，解いたりする。たくて掃除をがんばっているのに，別の人が遊んでいてな

・時間があれば，他の場面も設定しかなか進まないのでイライラしているところに，別の友だ
という設定） てみる。ちから遊びの誘いをうけた」

・うまくできているところを全体に
紹介する。

・今後の実生活に生かしてみるよう
に助言する。

４０ ＜まとめ＞
４．振り返りシートに記入す ・正直に記入するように伝える。

る。

５．おまじない日記について ・おまじない日記を利用して，実生
確認する。 活で活用するように促す。
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小学校： ］第１時間目・指導案 ＜自分の怒りの感情について知ろう＞［ 高学年用

目 標 ・ 怒りの感情は誰でももっており，感じ方や表出方法はそれぞれちがうことを知る。
・ 自分の怒りの特徴（対象，程度，状況，表出方法）について知る。

時間 学習活動 予想される児童の反応 指導上の留意点

００ ＜導入＞
１ 『ななちゃん，どうした ・この顔は・・・なときの顔だ ・①～⑮の表情から，いくつかを選．

の？』の絵を見て，そのと なあ。 び，そのときの気持ちやそのとき
きの気持ちや行動などにつ ・この顔のときは・・・なこと の行動を言語化させる （②，④。
いて考える。 をするなあ。 を除く）

・同じ顔なのに，感じ方は人に ・同じ番号なのに，気持ちが異なる
よってがちがうなあ。 など，やりとりのなかから人によ

・思ったよりも，たくさんの表 る受け止め方の差を感じさせたり
情や感情があるんだなあ。 する。

・この中から・・・くらいは， ・誰にでもさまざまな感情があるこ
経験したことがあるなあ。 とを押さえ，否定しない。

１５ ＜展開＞
２．怒りについて話し合う。

・②を提示する。
みなさんはこんな顔になったときはありますか。どんな ・素直に話し合いができる雰囲気づ

ときですか。また，そのときにどんなことを言ったり，ど くりを心がける。
んなことをしたりしているか考えてみましょう。 ・ 怒り」の感情は誰にでもあるこ「

と，決して悪いことではないこと
・こんな顔のときもあるなあ。 を押さえる。
・昨日怒って文句を言ったよ。 ・言語化させたり，他の人との受け
・怒ったときは友だちをたたい 止め方の差を感じさせる。

たこともあるなあ。
・もっとひどいときもあるよ。

２０ ３．怒りの度合いと対象や表
出方法について考える。

・４枚の絵を提示する。
ア 普通の顔（40℃）「いかり」にはいろいろあることがわかりましたが，自
イ 少し怒った顔（60℃）分のことについてもっとくわしく知りましょう。
ウ 怒った顔（80℃）

( )・学習シートに記入する。 エ 完全に怒った顔 100℃
①対象 怒りの度合いを，顔の表情と温度
②出来事 によって，例示する。
③自分の行動 ・対象，出来事，表出方法に目を向
④現在の気持ちなど けさせ，その時のことを振り返って

思うことも書かせる。

３０ ４．グループや全体で話し合 ・怒ることって案外多いなあ。 ・最初に，グループで自分の怒りに
う。 ・相手はいつも同じだなあ。 ついて気づいたことや感想を自由
・感想や気づきの発表 に発表させる。

・全体で発表しあい，感じ方や表出
方法がちがうことを伝える。

・怒りを表出した結果につ
いての話し合い

・ウやエなどから，怒りを表出する
「いかり」を爆発させると，相手はどう思うかな？自分 と相手，自分はそれぞれどう思う

はどんな感じになっていくかな？ かを考えさせ，互いに不快になる
ことに気づかせる （快を感じる。

・相手は困るだろうな。迷惑を 子どもを否定しない ）。
かけるなあ。 ・自分も相手もいやな思いをしない

・自分は失敗した感じで落ち込 ようにすることが大切であること
むなあ。 を伝える。

・相手はいやだけど，自分はす ・怒りを知ることがコントロールに
っきりするなあ。 つながることを伝える。

４０ ＜まとめ＞ ・正直に記入するように伝える。
５．振り返りシートに記入す

る。 ・次時は怒りをコントロールする方
法について学習することを予告す

６．次時の予告を聞く。 る。
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小学校： ］第２時間目・指導案 ＜怒りの感情をコントロールしよう＞［ 高学年用

目 標 ・ 怒りの感情をコントロールするための自分に適した方法を知る。
・ 相手に対して，自分の気持ちを適切に伝えるための表現方法を身に付ける。

時間 学習活動 予想される児童の反応 指導上の留意点

００ ＜導入＞
１．課題場面を知る。

・前時の授業を受けて，怒りのコン
トロール方法について学習するこ明日まで提出の宿題をやっていたら，弟が「遊ぼうよ，
とを伝えたうえで，課題場面を提遊ぼうよ」としつこくつきまとってきました。まだできて
示する。いないので，だんだんイライラしてきました。

・日常の生活で似たような経験を想
起させる。また，その時の様子に
ついても話をさせる。

０５ ＜展開＞
２．怒りをコントロールする

方法を考え，話し合う。

どうしたらイライラを爆発させずに，うまく自分の気持
ちを伝えることができるでしょうか。自分で自分にかける
『 』 ，『 』 ，おまじない の方法を考え まほう の言葉を使って
上手に相手へ伝えましょう。

・ おまじない』の方法に ・これがよさそうだ。 ・ おまじない』の方法として，深『 『
ついて知り，試す。 ・効き目がありそうだけど，む 呼吸，自己会話などについて説明

ずかしいなあ。 する。
・うまくいきそうだ。使えそう ・他の方法についても考え，話し合

だなあ。 う。
・他のやり方もあるのかなあ。 ・短時間で気持ちを落ち着かせるの

に適した方法を考えさせ，練習さ
せる。

・ まほう』の言葉について ・ まほう』の言葉として，『 『
知り ［①謝意②意志の表明 ①謝意 ごめんね ②意志の表明 ダ， （ ） （
③その理由（自分の気持ち） メなんだ）③その理由や自分の気持
④提案］それぞれについて言 ち（今は･･したいんだ）④提案（そ
い方を覚え，つなげて言って のかわり･･･）の順で伝えることを
みる。 知らせる。

・一つ一つの言い方について確認し
た後，つなげて話すように練習さ
せる。

・課題場面を使って，二つ ・ おまじない 『まほう』の順番『 』
の方法をまとめて練習す に，なるべく短時間で言えるよう
る。 にさせる。

３０ ３．別の課題場面について， ・二人一組になり，交互にやってみ
二人一組になってロールプ る。
レイをする。 ・場面により，①や②は必要がない

場合もあることを押さえる。
『おまじない』の方法と『まほう』の言葉を使って，実 ・お互いに役割を果たせるように十

際に練習してみましょう （課題場面は 分に時間を確保する。。 ，「給食当番の仕
・ロールの前後で役割を確認したり事中に，別の人が遊んでいてなかなか準備が進まないので

解いたりする。イライラしている どう相手に自分の気持ちを伝えるか。 。」
という設定） ・うまくできているところを全体に

紹介する。
・今後の実生活に生かしてみるよう

に助言する

４０ ＜まとめ＞
４．振り返りシートに記入す ・正直に記入するように伝える。

る。

５．おまじない日記について ・おまじない日記を利用して，実生
確認する。 活で活用するように促す。
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［ ］第１時間目・指導案 ＜自分の怒りの感情について知ろう＞中学校用

目 標 ・ 怒りの感情は誰でももっており，感じ方や表出方法はそれぞれちがうことを知る。
・ 自分の怒りの特徴（対象，程度，状況，表出方法）について知る。

時間 学習活動 予想される生徒の反応 指導上の留意点

００ ＜導入＞
①～⑮の吹き出しに，それぞれ簡１ 『ななちゃん，どうした ・この顔は・・・なときの顔だ ・．

単に記入させる。の？』の絵を見て，そのと なあ。
きの気持ちや行動などにつ ・この顔のときは・・・なこと
いて考える。 をするなあ。

０５ ＜展開＞
２．怒りについて話し合う。

・①～⑮の表情から 「喜・怒・哀，
・楽」に関するものを選び，そのとみなさんはこんな顔になったときはありますか。どんな
きの気持ちや行動を話し合う。ときですか。また，そのときにどんなことを言ったり，ど

んなことをしたりしているか考えてみましょう。
・同じ番号なのに，気持ちが異なる

・こんな顔のときもあるなあ。 など，受け止め方の差を感じさせ
・人生いろいろだね。 たりする。
・怒ったときは友だちをたたい ・誰にでもさまざまな感情があるこ

たこともあるなあ。 とを押さえ，否定しない。
・もっとひどいときもあるよ。 ・②など怒りの表情に焦点化してい

く。

１５ ３．怒りの度合いと対象や表
・目安となる４段階として，出方法について考える。
ア 40℃：お風呂（リラックス）
イ 60℃：適温のお茶（コントロー「怒り」にはいろいろあることがわかりましたが，自分
ル可能）のことについてもっとくわしく知りましょう。
ウ 80℃：熱いお茶（さまさないと

・学習シートに記入する。 いけない）
①対象 エ 100℃：沸騰（煮えたぎってい
②出来事 る）
③自分の行動 怒りの度合いを，温度とその状態に
④現在の気持ち よって，例示する。
④自分の特徴をまとめる ・自分の特徴についても整理させ

る。

２５ ４．グループや全体で話し合 ・怒ることって案外多いなあ。 ・最初に，グループで自分の怒りに
う。 ・相手はいつも同じだなあ。 ついて気づいたことや感想を自由
・感想や気づきの発表 ・似ている点もあれば，異なる に発表させ，班ごとに気づいたこ

点もあるなあ。 とをまとめさせる。
・班ごとにまとめた内容を全体で共

有し，全体的な傾向や特徴及び，
個々によるちがいなどに気づかせ
る。

４０ ・怒りを表出した結果につ
いての話し合い ・自分も相手も互いにいやな思いを

しなくともいいように，怒りをコ
「怒り」を爆発させると，相手はどう思うかな？自分は ントロールしようとする意欲に結

どんな感じになっていくかな？ びつけていく。

・お互いにいやだなあ。

４５ ＜まとめ＞
５．振り返りシートに記入す ・正直に記入するように伝える。

る。

６．次時の予告を聞く。 ・次時は怒りをコントロールする方
法について学習することを予告す
る。
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］第２時間目・指導案 ＜怒りの感情をコントロールしよう＞［中学校用

目 標 ・ 怒りの感情をコントロールするための自分に適した方法を知る。
・ 相手に対して，自分の気持ちを適切に伝えるための表現方法を身に付ける。

時間 学習活動 予想される生徒の反応 指導上の留意点

００ ＜導入＞
． 。１ 課題場面を思い浮かべる

最近，怒りが爆発したとき（爆発しそうになったとき） 各々で日常の生活での経験を想起・
のことを思い出してみましょう。そのときの様子や自分の させる。また，その時の様子や行動
行動はどうでしたか。 について思い出させる。

・うまく自分の行動を抑えることが
できた例などを発表させる。

＜展開＞
０５ ２．怒りをコントロールする

方法を考え，話し合う。

どうしたら怒りを爆発させずに，(１)うまく自分の気持
をコントロールして，(２)相手に対して適切に気持ちを伝
えることができるでしょうか。

・(１)について考え，試し ・これがよさそうだ。
てみる。 ・効き目がありそうだけど，む ・(１)として深呼吸，カウントアッ

ずかしいなあ。 プ，自己会話などを説明する。
・他のやり方もあるのかなあ。 ・短時間で気持ちを落ち着かせるの

に適した方法を考えさせ，練習さ
せる。

・ ２）については，（
［①事実とそれに対する自分 ・ ２）として，（
の気持ち②提案③その結果に ①事実と自分の気持ち（･･･だと，･
ついての見通し の順に覚え ･･なんだ ）②提案（かわりに････］ ， 。
つなげて言ってみる。 しよう）③結果の見通し（そうすれ

ば，きっと･･･になるよ）の順で伝
えることを知らせる。

・一つ一つの言い方について確認し
た後，つなげて話すように練習さ
せる。

２５ ・課題場面を使って，練習す
る。 ・導入で思い浮かべた場面を使って

練習させる。
・自己開示しやすいペアとする。
・時間や場所を十分に確保するよう

に努める。

３５ ３．別の課題場面について，
二人一組になってロールプ
レイをする。 ・二人一組になって交互にやってみ

る。
みんな同じ場面でやってみましょう （課題場面は ・ロールの前後で役割を確認したり。 ，「放

解いたりする。課後 校門を出ようとしたら 見知らぬ人に声をかけられ， ， ，
・時間があれば，他の場面も設定し熱心に学習塾に誘われた。行く気はないので断ったが，し

てみる。つこく誘うのでだんだんイライラしてきた。どう相手に自
という設定） ・うまくできているところを全体に分の気持ちを伝えるか 」。

紹介する。
・今後の実生活に生かしてみるよう

に助言する。

４５ ＜まとめ＞
４．振り返りシートに記入す ・正直に記入するように伝える。

る。

５．おまじない日記について ・おまじない日記を利用して，実生
確認する。 活で活用するように促す。



- 66 -

【⑤事例調査票】

平成１８年度 研究への協力のお願い
講座名 （ ） 秋田県総合教育センター 児童生徒支援班

現在学校では，怒りや不満などの感情をコントロールできずに不適切な行動をする子どもについての

対応で困っている先生方が少なからずおります。当班では，昨年度からそのような児童生徒にいかに対

応すべきかについて，研究をしてきました。今年度は，いわゆる「キレた」場面での対応やその後の指

導・援助について研究を深め，学校に提案したいと考えています。そのためには，先生方からの事例が

是非とも必要になります。どうか，ご多忙とは存じますが，調査・研究のためにご協力をよろしくお願

いします。

「キレる」とは・・・記入していただくみなさんが接している子どもの中で，いわゆる「キレる」行

動や言動，態度等を感じる子ども，と受けとめてください。どういった行動が見られたかといった基準

を設定することはしません。みなさんが，お感じになっているイメージで構いません。なお，いわゆる

「キレる」行動の背景にＡＤＨＤ（注意欠陥／多動性障害）等が考えられる場合は除外してください。

記入者 学校名（ ）学校 氏名（ ）

いわゆる「キレた」子どもの事例調査票
１ 「キレた」子どもの）

学校種（ア 小学校 イ 中学校 ウ 高等学校） 学年（ ）年 性別（男 ・ 女）

※以前に「キレた」ことがあったり，継続的に「キレた」状態等があれば，併せてご記入ください。２ キレた という状態の概要）「 」

○行動を誘発した直接的な言葉・態度・状況等の内容 ○行動発生時に周りにいた人間，攻撃対象，攻撃手段，傷害・危害の程度

○「キレた」行動収束の経緯等

裏面にもあります。
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３）その後の「キレた」子どもへの対処状況

○別紙参照 ○校内体制づくり ○共通理解 ○保護者との協力 ○関係機関等との連携

４）予兆と思われる言動

※あなたがお感じになっていることを自由にお書きください。５ 「キレる」という状態に至った原因や背景）

－ご協力，ありがとうございました。－

※Ⅱ期の講座の際にご提出くださるようお願いします。

ご提供いただきました事例につきましては，本研究の参考資料としてのみ取り扱い，学校名や個

人が特定されないようにします。またこの事例につきましてさらに情報が必要な場合には，後日ご

連絡する場合があるかもしれません。 その際はご協力のほどよろしくお願いいたします。
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